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Ⅰ .　アジアにおける援助活動報告

【A. カンボジア活動報告】

[1]  概況
8 年 目 を 迎 え た カ ン ボ ジ ア の プ ロ

ジ ェ ク ト は 本 年 も 大 き な 発 展 を 遂 げ

た。「若者の家」 の卒業生は開設時か

ら 2008 年 12 月 ま で に 計 136 名（男

子 93 人、女子 43 人）に達しており、

それぞれが地域コミュニティや家族の

元に戻り、社会人としての生活を開始

している。また、前年までに実施して

い た 3 種 の 職 業 技 術 に 加 え て、2008

年にはコミュニティセンターを新設し

コンピュータ技術と英語教育の訓練を

開始、近隣の貧困家庭からの青少年参

加者が増大した。その結果、収入創出

による支援活動がコミュニティ・ベー

スでさらに充実し、現地政府当局から

もプロジェクトに対する高い評価を得

ている。また、バッタンバン州および

バンテアイミエンチェイ州刑務所での

活動では、さらに職業訓練の内容を拡

充し、若者たちが学んだ技術を活かし

て出所後に現金収入を得ることができ

るよう備えた。

[2]  プロジェクト
1)「若者の家」プロジェクト
(1) 活動内容

「 若 者 の 家・ バ ッ タ ン バ ン 」 に は

12 月 末 時 点 で 計 49 名（ 男 子 28 名、

女子 21 名）が生活すると同時に、施

設外においては、 計 4 名（男子 3 名、

女子 1 名）の学業および生活面の支援

をした。人身売買の被害者や貧困家庭

出身の子ども、性的虐待の被害にあっ

た青少年等を対象とし、その自立支援

と社会復帰のためのサービスを提供す

るとともに、安定した衣食住や心理的

ケアを提供することにより、彼らの精

神的なリハビリを促進した。 同時に、

若者たちと家族との和解のための手助

け や 就 業、 開 業 の 支 援 を 並 行 し て 行

い、 卒業生の就職率の向上を図った。

コミュニティセンターでは、新たに図

書室を設け、コミュニティの若者たち

にも開放している。 同センターでは、

エ デ ュ ケ ー タ ー が 月 1 回 ラ イ フ ス キ

ルワークショップを開催し、社会や職

場における人間関係、金銭管理、性教

育、薬物問題などをテーマに若者たち

に講義した。 また、「若者の家」 の運

営と並行し、現地のソーシャルワーカ

ーの能力向上を図り、KnK および同地

域にある他団体のスタッフを対象とし

た心理カウンセリング研修を、昨年に

引 き 続 き 2008 年 10 月 に バ ッ タ ン バ

ンにて実施した。

一 方、2002 年 9 月 に 開 設 し た「若

者の家・プノンペン」プロジェクトは

2008 年 11 月 に 終 了 し た。 同 プ ロ ジ

ェクトは、 高等教育機関に進学する、

より年長の若者を対象としていたが、

学 力 や 精 神 面 も 安 定 し て い る こ と か

ら、各々家族に再統合したり、数名で

同居生活を開始させるなどして、その

後は個別に生活費と奨学金を提供する

にとどめている。

た。卒業生が安定した社会生活を継続

することができるよう、KnK のスタッ

フは定期的に彼らを訪問したり、電話

や地域当局との連絡により、そのモニ

タリングを継続している。2008 年も

カウンセリングなどを実施するととも

に、必要に応じ、ローンを提供するな

どの経済的な支援を行った。また、6

月と 12 月に卒業生の同窓会が実施さ

れ、 卒業生が卒業後の経験や問題点、

近況などを報告しあうとともに、お互

いに助け合う手だてとして卒業生らが

設立した基金の効果的な利用について

話し合うなどした。2008 年の計 2 回

の同窓会には、「若者の家」 の滞在者

を含む計 98 人が参加した。

前述のとおり、「若者の家」 では卒

業 後 も KnK ス タ ッ フ に よ る 定 期 的 な

フォローアップを実施しているが、そ

れにより得られた情報については、個

別の記録として残されているにとどま

(2) 成果
「 若 者 の 家 」 滞 在 者 の 約 7 割 が 公

立 学 校 に 通 っ た。2008 年 12 月 末 現

在で小学校高学年に計 10 名が、中高

等学校には計 23 名が在籍した。施設

内で行う補習授業や識字教育（滞在者

の約 6 割が参加した）の効果もあり、

全員が進級を果たした。 また、「若者

の家・プノンペン」 の卒業者を含め、

KnK の支援を受けて、計 7 名（男子 6

名、女子 1 名）が 2008 年中に大学に

在学し、会計学や国際経営学などを学

んでいる。職業訓練では、計 71 名（男

子 23 名、女子 48 名）が美容、絵画、

車修理塗装、 エアコン修理、 絹織物、

縫製、籐家具などの技術を学んだ（施

設内実施職業訓練については後述）。

2008 年 に は 計 25 名（ 男 子 22 名、

女子 3 名）が「若者の家・バッタンバン」

を卒業し、就職または家庭に戻るなど

して、コミュニティへの復帰を果たし

り、 集 約 さ れ て い な い。「 若 者 の 家 」

の卒業生らがどのように地域コミュニ

ティ内において定着し、生産性のある

活動をしているか、また、家族や親戚、

コミュニティとの良い関係を取り戻し

たか、その傾向や数値的なデータを調

査・分析することが今後の早急な課題

として挙げられる。プロジェクトの成

果が明確になることにより、スタッフ

のモチベーションも上がると同時に、

支援内容の具体的な改善が図られ、よ

り有意義なプロジェクト運営が可能と

なるであろう。

今年、高校卒業を控える青年。「若者の家」での日々の努力でここまできた

「若者の家」で裸足でバレーボールをして楽しむ青年たち
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グループを形成し、バッタンバン市内

の市場に店舗を借りて開業したり、女

子 1 名 が 地 元 に 戻 り、 家 族 と 共 に 暮

らしながら地域の人々から衣服の修理

などの注文を受け、家族の収入向上に

貢献するなどした。　

③籐家具ワークショップ：

2008 年 12 月 末 時 点 で 計 5 名 の 男

子が参加した。うち、2 名は高度な技

術を習得し、 現地の NGO 等から注文

を受けるなどしている。

④英語コース：

2008 年８月に全 4 レベルのコース

を開設した。特に、近隣の地域コミュ

ニ テ ィ の 貧 困 家 庭 の 青 少 年 を 中 心 に

参加希望者が非常に多い。2008 年 12

月末の時点で計 81 名が参加した。

⑤コンピュータコース：

2008 年 9 月 に コ ー ス を 開 始 し た。

貧困層の若者に人気が高く、予想以上

の参加希望があったが、コンピュータ

の台数が限られているため、2008 年

度の参加者は計 30 名にとどまった。

④美容職業訓練：

ヘンケルジャパン株式会社シュワル

ツコフ プロフェッショナル事業本部

と の 協 力 の も と、2008 年 10 月 に 日

本 の ヘ ア カ ッ ト 技 術 を 学 ぶ 5 日 間 の

ワークショップを実施した。同ワーク

ショップには「若者の家・バッタンバ

ン」の女子および近隣コミュニティの

貧困家庭の青少年など計 13 名が参加

し、 日 本 の 技 術 者 2 名 よ り 直 接 指 導

を受けた。

(2) 成果と課題
コンピュータ、英語のコースは、こ

れまで受講費用を払えず、専門的な訓

練を受けることができなかった貧困家

庭の若者たちからの参加希望が非常に

多かった。将来の就業への選択肢が広

がったとの声が参加者やその親たちか

ら既に上がってきている。今後は、適

宜就職に関する情報提供をまじえなが

ら、訓練内容を拡充し、質の向上を図

る計画である。

2）職業訓練活動
(1) 活動内容

「若者の家・バッタンバン」の若者

たち、および近隣の地域コミュニティ

の貧困家庭出身の青少年らが、質の高

い 技 術 を 学 び、 将 来 的 に 確 実 な 収 入

向上の手段を得ることができるよう、

KnK は同施設の敷地内に開設した施設

において以下の職業訓練を実施してい

る。 近 隣 の 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ か ら は

2008 年度中に計 100 名以上の参加を

得た。

　①絹織物ワークショップ：

すでに製品として売ることのできる

レベルの技術を身につけている参加者

も 多 く で て き て い る。2008 年 12 月

末時点で計 15 名の女子が参加し、う

ち 9 名 は 収 入 を 得 な が ら さ ら な る 技

術の向上を目指している。

　②縫製ワークショップ：

2008 年 12 月末時点で計 14 名の女

子 が 参 加 し、 う ち 4 名 は 収 入 を 得 て

現地市場への製品を生産している。そ

の 他、 縫 製 の 訓 練 を 修 了 し た 3 名 が

他 の 3 種 の 職 業 技 術 に 関 し て は、

習得した技術を雇用に直結させ、収入

を創り出す活動として、絹織物ワーク

ショップの訓練修了者を対象に 2007

年 よ り、 ま た 縫 製 の 修 了 者 を 対 象 に

2008 年より、 それぞれ市場に向けた

製品を生産・販売し、収入を得る場を

提 供 し て い る。2008 年 12 月 末 の 時

点 で、 絹 織 物 に 9 名、 縫 製 に は 4 名

がこの生産に従事した。 このように、

各訓練の修了者が生産者となり、収入

を得ることで、彼女らの経済的な自立

を確実にサポートすることが可能にな

っている。一方で、十分な生産技術は

身についたものの、商品開発・販売を

手がけることのできるスキルは備わっ

ていないため、競争力のある製品を生

産し、同時に市場を開拓していくこと

は難しい。今後は、職業技術の習得と

同時に、ビジネススキルを身につけて

いくことが出来るようなカリキュラム

の導入をもとに、より包括的なアプロ

ーチが求められている。

また、今回実現した企業とのパート

ナーシップによる職業訓練等の実施に

ついては今後も積極的に計画していき

たい。

3）法に抵触した青少年への   
                              支援活動
(1) 活動内容

刑務所内の教育活動には、2008 年

12 月末現在、 計 8 名のスタッフが活

動に携わっており、刑務所内の青少年

計 約 280 名 を 対 象 に、 基 礎 教 育 や レ

クリエーション活動、および職業訓練

を実施した。また、エデュケーターが

対象者に適宜カウンセリングを実施し

たりするなど精神面でのサポートも提

供 し た。2008 年 は バ ッ タ ン バ ン 州、

およびバンテアイミエンチェイ州刑務

所 の 2 ヶ 所 に お い て 以 下 の よ う な 活

動を実施した。

①非公式教育： 

バッタンバン、バンテアイミエンチ

ェイ州刑務所にて主に未成年の収監者

計 146 名 を 対 象 に、 識 字、 算 数、 道

徳等の基礎教育、および子どもの権利

やライフスキルに関する講義を実施し

た。参加者の習熟度を測るために定期

試験を行い、また、収監者同士のコミ

ュニケーションの円滑化やチームワー

ク育成のため、グループワークやディ

スカッションを設けた。　

②職業訓練：

両刑務所内では絵画（43 名）、裁縫、

編 み 物（21 名 ）、 造 花（48 名 ） の 職

業訓練を実施した。参加者は、将来の

職業技術としてだけではなく、刑務所

という閉鎖的な環境にありつつも、興

味のあることを仲間と楽しみながら学

ぶことができた。　

③出所前後のサポート：

教 育 活 動 に 参 加 し た 若 者 の う ち、

2008 年 に 出 所 し た 計 17 名 に 対 し、

家族との連絡や家族の捜索を手助けす

る と と も に、 衣 服 や 交 通 費 等 を 提 供

し、可能な限り家族、親族の元に戻る

ことができるよう支援した。　

車塗装の職業訓練を受ける青年

市場の美容院で見習いをしながら技術を学ぶ

刑務所では、KnK のアクティビティ以外はほとんど息抜きすらない

縫製やレース編みの訓練を受ける女性たち 4140



42 43

④人権啓発活動：

バッタンバン州では国際子どもの日

（６月１日）を、バンテアイミエンチ

ェイ州では人権の日（12 月 10 日）を

記念して、各刑務所内でイベントを開

催した。関係機関からのゲストらの前

で、参加者は活動の成果として寸劇な

どのパフォーマンスを披露したり、技

術訓練で生産した製品を展示するなど

した。　

(2) 成果と課題
教育活動に参加する収監者は、おお

むね熱心で出席率も高く、識字、職業

技術ともに習得が早かった。特に、裁

縫や造花の参加者は習得度が高く、指

導講師を通じて外部からの注文を受け

始めている。また、参加者からは、識

字や技術を学ぶのみでなく、活動に参

加することによって、仲間との交流や

刑務所外の社会との接点を持つことが

でき、ストレスを以前ほど感じなくな

った、という声が多くあげられた。

子どもの日や人権の日のイベントに

は地域の行政機関や関係 NGO も数多

く参加し、これまでの支援活動の結果

として、子どもの人権擁護に関し関係

機関の理解が深められていることが確

認された。同時に、このような場で日

ごろの成果を発表し、自己表現の機会

を得られた未成年の収監者らは、自信

を取り戻し、将来への希望についても

語り始めている。

刑務所に長く収監されていた若者た

ちの場合、出所時の支援が不十分だと

再犯者を生み出しやすい状況にある。

今後は、彼らがより円滑な社会復帰を

果たせるよう支援をより充実させてい

く。具体的には、習得した技術を活か

した就業のための支援や地域当局との

連携のもとに行う家族との和解への手

助け等である。また、家族、親族の捜

索が困難な場合や出所の際に精神的に

不安定な兆候を見せる者などに対して

は、「若者の家・バッタンバン」 に一

時的に受け入れ、カウンセリングや職

業技術の補完研修等必要なサービスを

提供していく予定である。

[3] パートナー・関連諸機関
1）国際機関
・国際移住機関 (IOM)

・国連児童基金 (UNICEF)

・国連難民高等弁務官事務所 (UNHCR)

 

2）政府機関
・トランジット・センター（人身売買

被害者でタイから送還された子どもの

一時受け入れ施設）

・社会福祉省

・内務省

・バッタンバン州：教育青年スポーツ

局、保健局、職業訓練センター（BTB-

VTC）等

3）非政府組織（NGO）
子ども・青少年の受け入れ団体

HOMELAND, Komar Rikreay Association, 

Goutte D’eau, SCCASVA, ILDO, SKO, 

Phare Ponleu Selpak, ARM, Pteah Teuk 

Dong, Komar Santapeap 2, NYEMO, 

SFODA, SCCR, JCIA, CWCC, Neavea 

Thmey, PKO 等

子ども向けカウンセリング実施・協力

団体

TPO, COSECAM, MEDiCAM, NGO-CRC, 

NEP 等

刑務所内教育活動協力団体

LICADHO, ADHOC, PJJ, LAC 等

[4]  今後の展望
職業訓練への参加にとどまらず、今

後はさらにセンターを近隣の地域コミ

ュニティに開放し、貧困家庭の青少年

のニーズに対応しながら、その積極的

な参加を促進し、より地域コミュニテ

ィに根付いた形で事業運営を進めてい

く。さらには、成人を含めた地域住民

を対象に、 関係当局との連携のもと、

人身売買の予防や子どもの権利に関し

意識の向上を図った啓発ワークショッ

プ等を開催していくことも検討してい

る。 同時に、 これまでの「若者の家」

プロジェクトのインパクトを評価し、

ひいては地域コミュニティの若者たち

の貧困削減に向けてその成果が還元さ

れるよう、活用したい。
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 [1]  概況
マニラ首都圏のスラム地域の青少年は、

極度の貧困のため路上での生活を強いられ

たり、空腹を満たそうと食料や金銭を得る

ためにスリや強盗の罪を犯し拘置所に収容

されてしまうなど、心身共に極めて危機的

な状況下にある。KnK はマニラ首都圏の 2

ヶ所のスラム地域を中心に、貧困家庭出身

の子どもたちに対し、非公式教育や心理面

でのケアを提供するとともに、青少年や母

親層への啓発活動等をコミュニティ・ベー

スで実施した。

【B. フィリピン活動報告】

この足が路上生活の厳しさを物語る
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[2]  プロジェクト
1）「若者の家」
北部カロオカン市 バゴンシーラン、

　　　　およびマリラオ市 ハーモニー

(1) 活動内容
2007 年 5 月までは平均 20 名が「若

者の家」で共同生活を行っていたが、

同年 6 月より、2 つのグループに分か

れてプロジェクトを実施している。バ

ゴンシーラン地区では、ストリートチ

ルドレンや刑務所から出所した未成年

が将来社会的に自立できるまでを支援

する更生プログラムを重視し、ハーモ

ニー地区では育児放棄された幼少の子

どもたちを保護し、その生活支援を中

心にプロジェクトを進めた。人数が小

規模なため、ソーシャルワーカーが対

象者一人一人の感情面や行動面にも気

を配り、よりきめ細やかなケアが可能

となった。

(2) 成果と課題
幼い子どもたちの支援では、スタッ

フによる家庭的な愛情とケアを提供す

ることで、親による虐待等の過去のつ

らい経験に起因する精神的な不安定さ

を克服したといえる。また、入居当初

は極度の栄養不足であったが、バラン

スのとれた食事をとり、規則正しい生

活を日々送ったため、栄養状態が改善

し、子どもらしい健康的な笑顔が日常

的に見られるようになった。更生プロ

グラムでは、必要に応じて専門家によ

る心理カウンセリングを受けさせた上

で ス タ ッ フ が カ ウ ン セ リ ン グ に あ た

り、青少年らの行動面が大きく改善さ

れた。

2） スラム地域での支援
北部カロオカン市 バゴンシーラン、  

                                            ケソン市パヤタス

バゴンシーランはフィリピンにおい

て最も人口の密集した地域の一つであ

り、貧困家庭が多数存在するなどして

犯罪率も非常に高い。特に極度の貧困

家庭出身の青少年を取り巻く環境はと

りわけ厳しく、軽犯罪を繰り返し、郊

外の拘留所に収容されている青少年も

少なくない。また、ケソン市のほぼ中

心部に位置するパヤタス地区は「スモ

ーキーマウンテン」としても知られる

ゴミ山地区となっている。多くの家庭

では幼い子どもを含む未成年者をゴミ

山で働かせ、その収入を家庭での食費

の足しにしている。KnK はこの 2 ヶ所

のスラム地域において、子ども、青少

年を対象に以下のような諸活動を行っ

た。

(1) 活動内容
　 ① 非 公 式 教 育　　　　　　　　

（ALS：Alternative Learning System） ：

バ ゴ ン シ ー ラ ン の 5 ヶ 所 の 地 区、

お よ び パ ヤ タ ス の 2 ヶ 所 の 地 区 に お

いて、 公式教育を受ける機会がない、

または学校を中退してしまった子ども

たちを対象とし、非公式教育を実施し

た。参加者の募集にあたっては、地域

の行政当局の協力のもと、約 3,000 枚

のチラシをスラム地域で配布し、地域

住民にも広く告知した。その結果、計

495 名が登録し、またコース開始のオ

リエンテーションの際には父兄ら地域

住民が数多く参加した。

　②ヘルスケアプログラム：

バゴンシーラン、パヤタス、および

路上での非公式教育活動を実施する 3

つの路上地域（後述）の子どもたち計

265 名に対し、 健康診断を実施した。

医 師 や KnK の ス タ ッ フ な ら び に ボ ラ

ンティアが、子どもたちに対し衛生管

理に関するガイダンスを実施すると同

時に、症状の重い者については公立の

病 院 や 医 療 サ ー ビ ス を 提 供 す る NGO

に照会した。特に、衛生環境の劣悪な

パヤタスのゴミ山で働いている子ども

たちの中には、結核や気管支炎と診断

されるものが多かった。同時に、バゴ

ンシーランやパヤタスに住む青少年に

向けて、ヘルスケアに関する啓発ワー

クショップを開催し、健康管理や性教

育、HIV/AIDS 等をテーマに指導した。

また、KnK の活動の参加者の中で特に

栄 養 不 足 で あ る と 判 明 し た 子 ど も 約

160 名に対し、軽食を定期的に支給し

た。 さ ら に、 バ ゴ ン シ ー ラ ン お よ び

パヤタスの青少年計 167 名を対象に、

専門家による心理評価を行い、結果に

応じてソーシャルワーカーによる個別

カウンセリング、または専門家による

治療を行った。

③啓発セミナー：

バゴンシーランおよびパヤタスの父

兄、特に母親層に対し、育児のあり方

や思春期の青少年への対応、ボランテ

ィア活動への関わり方等について、計

約 166 名 を 指 導 し た。 ま た、 ボ ラ ン

ティア活動等を通して青少年らの協調

性やリーダーシップを育成することを

目的に、ピア・エデュケータープログ

ラムを実施し、約 25 名が参加した。

(2) 成果と課題
ALS の 登 録 者 数 の 増 大 に つ い て は、

参加者募集時における地域の行政当局

の尽力によるところが大きかった。ま

た、バゴンシーランでは、ALS の実施

のため、十分な広さを持つ公共のスペ

ースを借りることができ、参加者数の

拡 大 と プ ロ グ ラ ム の 充 実 を 可 能 に し

た。 こ う し た 行 政 当 局 の 意 識 の 向 上

は、地域の貧困家庭の青少年の支援対

策にも今後大きく影響するであろう。

また、ALS では登録はしたものの、途

中でドロップアウトする子どもも多く

あった。これについては、参加に関す

る父兄との合意書を作成する、スタッ

フが欠席者の家庭を訪問し、密接にフ

ォローするなどして改善した。

軽 食 の 支 給 に よ り、 全 体 の 7 割 程

度の子どもたちが体重を増加させ、体

力をつけることができた。 その結果、

子どもたちの集中力が増し、ALS にお

ける成績も少しずつであるが、確実に

あがった。また、専門家による心理評

①非公式教育（ALS）の教室／②若者

の家で子どもの話に耳を傾けるスタッ

フ／③育児放棄された子どもに笑顔が

戻った／④ ALS の授業にはボランティ

ア教師の存在が不可欠／⑤家庭訪問で

子どもたちの状況を調査する／⑥スラ

ム地域の子どもたち／⑦訪れたスタッ

フをダンスで迎えてくれた

① ②

③

④

⑤

⑥

⑦
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価の結果により、KnK のスタッフは子

どもたちの過去の経験に起因するトラ

ウマの問題について洞察し、行動に現

れる症状等を理解することができた。

啓発セミナーへの参加後、多くの母

親 た ち が KnK の 活 動 に ボ ラ ン テ ィ ア

として参加するようになり、スラム地

区の課外活動の軽食を作るなどした。

特に、青少年はスタッフとともに ALS

の欠席者の家庭を訪問してフォローし

たり、課外活動を計画・実施するなど

して協力した。

3）ストリートにおける
                     非公式教育活動
(1) 活動内容

前 年 に 作 成 し た デ ー タ ベ ー ス を 基

に、2008 年 に は、 サ ガ ン ダ ー ン、 モ

ニュメント、およびバリンタワックの

3 地 区 を KnK の エ デ ュ ケ ー タ ー が 定

期的に訪問し、それぞれの場所で生活

するストリートチルドレンに対し、カ

ウンセリングや個別の教育指導、なら

びに課外活動を実施した。

(2) 成果と課題
アプローチをしたストリートチルド

レンのうち、50 名以上の子どもが参

加への興味を示し、うち約 30 名が定

期的に活動に出席した。様々な危険と

隣 り 合 わ せ の 毎 日 を 送 る 子 ど も た ち

が、 活 動 へ の 参 加 を 通 じ て、 次 第 に

KnK のスタッフへの親近感を深め、他

の仲間たちと楽しい時間を過ごすこと

で、表情が明るくなり、自らコミュニ

ケーションをとることも多くなった。

しかしながら、依然として、子どもた

ちの出席率は、悪天候や、行政当局に

よるストリートチルドレンの一掃処置

等で大きく左右される。今後は、活動

を継続する中で彼らとの信頼関係を一

層深め、路上での教育活動の枠を超え

て、 学 校 へ の 復 学 や ALS へ の 参 加 を

促していく。

[3] パートナー・関連諸機関
1）公的機関
Local Barangay of Bagong Silang, 

Local Social Services Department of 

Caloocan City

Department of Social Welfare and 

Development –　National Capital Region

Department of Social Welfare and 

Development – Region 4-B

Philippines National Police –Police 

Precinct in Bagong Silang

Social Services Development Department 

–Quezon City

Payatas Operations Group (POG)

2）NGO・他団体
UNICEF, FOCOLARE Carpentry Training 

Center–NGO, Center for the Prevention 

and Treatment and Counselling of 

Sexually Abused Children (CPTCSA), 

Psycho–Trauma Department–University 

of Santo Tomas, Marcel Van / Alliance 

International, Dangerous Drug Board, 

KUYA Center, Hospicio de San Jose 

for abandoned children, End Child 

Prostitution Child Trafficking and Child 

Abuse, Free Lava–Cebu, Juvenile Justice 

Network, Bahay Tuluyan, JICA, FASID, 

International Justice Mission (IJM), Child 

Justice League (CJL), Humanitarian Legal 

Assistance Foundation, Consuelo Zobel 

Algiers Foundation, People’s Recovery 

and People’s Development Association 

(PREDA), Philippines Global Exchange 

(PGX), ICAN-Phil Inc., SALT, German 

Doctor, HOPE-Phil ,  Medical Action 

Group (Dr. Ben), Samahang Tunay (PO), 

Department of Education –Division Office 

of Caloocan City and Quezon City, Local 

Barangay Health Unit, University of the 

East for Dental referral, Molave High 

School

[4]  今後の展望
前述の諸活動により、KnK と地域の行政当局との協力関係がさらに強化された。特に、地域

住民を対象とした啓発活動を充実させたことにより、人々が青少年の問題を地域社会の課題と

して捉えるようになってきている。KnK は、今後も継続的に住民および行政との定期的な話し

合いや協議の場を設けるとともに、当局の人材のキャパシティビルディングを担う役割が KnK

に期待されているともいえる。

2008 年は ALS など地域に密接した活動を中心に展開したが、今後は、2008 年 12 月初旬に

北部カロオカン市において取得した土地および建物を基盤に、青少年の自立施設として機能す

べく、「若者の家」を拠点として安定した事業運営を築いていく。刑務所に収監されていた若

者など家庭に戻るのが難しい青少年を受け入れると同時に、各種職業訓練を実施し、近隣のス

ラム地域に住む青少年の生計の向上を目指す。ALS の生徒には字が書けない子どももいる
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【C. ベトナム活動報告】

[1]  概況
目覚しい経済発展を遂げつつあるベ

トナムでは、近年、社会的格差の広が

りが著しい。南部の商業都市ホーチミ

ン市には、地方の農村地帯から労働力

として移住させられストリートチルド

レンとほぼ変わらない生活を送る子ど

もが増加の一途をたどり、ベトナム国

内におけるトラフィッキングともいう

べきケースが数多く認められている。

ベトナムの都市部におけるストリート

チルドレンを取り巻く環境は現在も変

わっていないどころか、最近では HIV

／ AIDS や薬物の蔓延といった問題が

絡み、より複雑な様相を呈している。

KnK は、ホーチミン市においてスト

リートチルドレンの自立支援施設「若

者 の 家・ 女 子」 を 運 営 し、2004 年 1

月の開設以来、計 34 名の女子を受け

入れた。卒業生は就職もしくは家庭に

戻 る な ど 自 立 お よ び 社 会 復 帰 を 果 た

し、2008 年 3 月末に同プロジェクト

は終了した。また、公立の児童教育訓

練センター CETC ではレクリエーショ

ン活動「スキルクラブ」を前年に継続

して支援した。

[2]  プロジェクト
1） 「若者の家」プロジェクト
(1) 活動内容

KnK が事業運営のパートナーシップ

を結んでいる CETC は、ストリートチ

ル ド レ ン を 街 か ら 一 掃 す る の で は な

く、施設に保護し、公立学校と同等の

基礎教育や職業訓練を提供している。

し か し、 常 時 300 ～ 400 名 の 子 ど も

たちが生活し、その入れ替わりの頻度

も高いことから、個々のニーズへの対

応は困難であり、特にスタッフによる

子どもたちへの心理面でのケアは皆無

に 等 し い。 そ こ で、KnK は、CETC に

暮らす子どもの中で特に年長の女子を

対 象 に 受 け 入 れ、「 若 者 の 家・ 女 子 」

を運営し、各自のニーズに合わせた細

やかなケアを提供しながら、その経済

的・精神的な自立を支援した。

2008 年は、 エデュケーターが、 女

子 の 実 習 先 の オ ー ナ ー と 密 に 連 絡 を

とったり、地域の雇用状況や市場の調

査をするなどして、その就業・開業を

特に支援した。同時に、家族または保

護者に代わる親戚らを訪問し、家庭環

境や経済面で問題がないかなど話し合

いを重ね、子どもの受け入れが可能か

否かを判断した。 また、 必要に応じ、

家 族 に 対 す る カ ウ ン セ リ ン グ を 実 施

し、その再統合を手助けした。

(2) 成果
2008 年 1 月 か ら 3 月 の 間 に、 計 6

名の女子が「若者の家」 を卒業した。

そのうち、2 名が家族との和解、再統

合を果たし、家庭に戻って中高等学校

への通学を継続し、1 名が地元の縫製

工場に就職した。家族からは、「スタッ

フからカウンセリングを受けて親とし

て の 自 覚 を 持 つ べ き だ と 痛 感 し た」、

「若者の家に滞在したことにより、子

どもたちの態度が改善し、家庭内で問

題を起こさないようになった」、 など

の声があがった。また、2 名の女子は

親族の元へ戻らずホーチミン市近郊で

の 就 職 を 選 択 し た。 エ デ ュ ケ ー タ ー

は、習得した技術を活かすことができ

るよう、各々の家族の了承のもと、食

品加工工場への就業を支援した。家庭

の状況が整わずかつ就業するには若年

の 女 子 1 名 に 関 し て は、 他 の NGO が

運営する施設に移し、継続して支援を

受けることになった。プロジェクト開

始以来、エデュケーターは地域の住民

に対し、元ストリートチルドレンの自

立支援に関して、機会のあるたびに適

宜説明を行い理解を求めてきた。その

結果として、地域の社会福祉労働局か

らプロジェクトに対する高い評価を受

けるようになった。今後、ストリート

チルドレンであった子どもたちが家族

または地域コミュニティに再び受け入

れられるような環境作りを促進してい

くにあたり、そうした関係当局のバッ

クアップや地元の人々の信頼を得られ

たことは、子どもたちの社会復帰を支

援する体制をさらに強化する意味で非

常に有効である。

(3) 課題
職業訓練によって習得した技術を雇

用に直結させるのは容易ではない。雇

用機会の改善に不可欠な地域住民の理

解を深めるため、青少年の抱える問題

に関し、住民、行政当局および企業を

啓発することが今後の課題として残っ

た。

2) 「スキルクラブ」  
                   プロジェクト
(1) 活動内容

CETC では、 子どもたちが施設の外

に出ることを許可されておらず、自由

のない生活を強いられている。このよ

うな状況の中、子どもたちが興味のあ

ることを楽しく仲間と学ぶことができ

る唯一の機会がスキルクラブの活動で

ある。同クラブの活動は情緒面の発達
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的な生活環境によるストレスを発散さ

せることができた。また、幼いながら

も家族と離れて暮らさざるを得ない子

どもたちにとっては、ホームシックを

乗り切ることのできる良い機会となっ

た。心のリハビリと情緒面での成長に

少なからず寄与したといえる。 また、

セ ン タ ー 内 で の み 活 動 す る の で は な

く、 地域住民との関係を有効活用し、

連携を強化した。具体的には、地域の

他の児童施設を回ってサーカスの公演

をしたり、企業と提携して絵画の展示

会を開催するなどし、こうしたコンペ

ティションへの参加の様子がテレビ放

映されるなどして、近隣地域や地元企

業の協力を得始めている。これらの機

会は、子どもたちが学んだ成果を人前

で発表し、自信を回復するという波及

効果も生んでいる。

(3) 課題
地 域 や 企 業 と の 協 力 関 係 の 強 化 を

図っているが、依然としてストリート

チルドレンへの偏見を払拭することは

難しく、特に企業からの資金的な協力

を得るのは困難な状況である。今後は

ストリートチルドレンの問題に対する

理解を促進するだけでなく、CETC が

社会への啓発的な役割を担い、ベトナ

ムにおける企業の社会的責任について

も提唱していくことが必要であると思

われる。

[3] パートナー・関連諸機関
・ベトナム社会福祉労働省ホーチミン

市局 (DoLISA)

・児童教育訓練センター (CETC)

・ホーチミン人民委員会

・人民援助調整委員会 (PACCOM)

・ホーチミン友好協会連合 (HUFO)

[4]  今後の展望
2008 年 3 月に CETC、社会福祉労働

省 ホ ー チ ミ ン 支 局、 お よ び 関 係 NGO

らとの協議を行ったところ、より効率

的に焦点を絞った支援活動を実施して

いくべきであるという視点から、自立

支 援 施 設 の 運 営 に つ い て は ス イ ス の

NGO が継続支援し、当団体はセンター

内の子どもたちの心理ケアを中心にス

キルクラブの支援に特化していくこと

で関係機関と合意した。 このように、

今後は支援する側も各々の活動内容を

見直したうえで一層連携を密にし、包

括的な体制でサポートを継続していく

ことが必要であろう。ベトナムでは政

府系機関をパートナー団体としている

こともあり、他国と比較すると運営上

の制約が多いのが現状であるが、活動

NGO が 個 々 に 方 針 を 打 ち 立 て て 事 業

を展開するのでなく、情報を共有し合

い、政府など関係機関を広く巻き込ん

だ協力体制を構築することが、青少年

への効果的な援助につながっていくと

考えられる。

や技術の習得のみならず、子どもたち

が日常のストレスから開放され、精神

的にも癒される貴重な時間となってい

る。計 5 クラブ（スポーツ、武道、サー

カス、絵画、読書）が CETC 内で活動

しており、KnK はこのうち、武道（15

名）、絵画（20 名）、サーカス（20 名）

の 3 クラブ計 55 名（2008 年 12 月末

現在）を支援した。活動はいずれも週

に 3 回、 各 回 1 時 間 半 程 度 で 夜 間 に

実施された。また、クラブ活動以外に、

参加する子ども同士の交流や気分転換

を図り、ホーチミン市内の博物館や近

郊のビーチなどへの遠足を実施した。

2008 年のクラブ活動では、 情操教

育の側面に加えて、技術指導の質を高

め、より高度な技術力の向上を目指し

た。専門のトレーナーによるきめ細か

い指導を実施し、技術の伝授にとどま

らず、個々の子どもの創造性を引き出

す、武術の心を教える、演技を子ども

たち自身に創作させる、などの工夫を

した。あわせて、クラブ活動を監督す

る CETC スタッフとトレーナーが連絡

を密にするよう心がけ、全クラブのト

レーナーが四半期に一度集まってお互

いの指導に関するメソッドや効果を共

有するなど、建設的な意見交換の場を

設けた。

(2) 成果
子どもたちは技術を身につけると同

時に、仲間たちとの親交を深め、閉鎖

スキルクラブ：武道 スキルクラブ：サーカス

スキルクラブ：絵画
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【D. インド活動報告】

[1]  概況
2004 年 12 月 26 日に発生したスマ

トラ島沖地震・インド洋大津波は、ア

ジアの国々を襲い、多数の未成年を含

む 23 万人以上の死者・行方不明者と

甚大な被害をもたらした。KnK はイン

ド、インドネシア、タイの三ヶ国にお

いて、被災した子どもおよび青少年を

対象に生活・教育支援を開始した。

こ の う ち イ ン ド で は、 南 東 部 の

ヴ ィ ラ ン ガ ニ に お い て、 現 地 NGO、

DPWA（Depressed People’s Welfare 

Association） を パ ー ト ナ ー に 2005 年

1 月から居住型施設「KnK ホーム」を

開設し、孤児、または片親を亡くすな

ど津波の被災児を受け入れている。子

どもたちに対し、教育の機会を提供す

ると同時に、被災のショックによるト

ラウマを克服できるよう、心理面での

サポートを提供した。

[2] プロジェクト
(1) 活動内容

2008 年 12 月 末 時 点 で 計 35 名 の

子どもが KnK ホームに滞在している。

その他、津波によって両親、兄弟姉妹

を失い祖父母に引き取られ生活してい

る地域の子どもたち 25 名に対し、食

料や衣服の提供、医療・教育などの支

援 を 行 な っ た。 こ れ ら の 援 助 対 象 と

なっている子ども 60 名のうち、2008

年 12 月末時点で、短大・大学に通う

者 は 13 名（ 男 子 8 名、 女 子 5 名 ）、

小中高等学校に通う者は 47 名（男子

24 名、女子 23 名）であった。

KnK ホームは 24 時間体制で運営さ

れており、子どもたちは決められたス

ケジュールに基づき、起床から就寝ま

で規則正しい生活を日々送りながら勉

学に励んでいる。子どもたちは、公立

学校への通学のほか、周辺地域に住む

子どもたちと定期的に交流し、歌や絵

画、 ダンスなどの発表会を行ったり、

課外活動としてスポーツ大会を開催し

たり、 歴史的な寺院を訪問するなど、

レクリエーションにも重点を置いた。

また、夏休みには、DPWA が津波被害

に遭った女性を対象に行なう職業訓練

[4]  今後の展望
KnK ホームの中でも年少の子どもた

ちは、義務教育を修了するのにさらに

4 ～ 5 年 か か る た め、 今 後 も 継 続 し

た支援が必要とされている。KnK は、

DPWA との協力関係を継続し、相互の

経験とノウハウの共有に努め、子ども

たちの成長を見守ると共に、DPWA へ

のプロジェクト運営の移譲をさらに進

めていく予定である。

に子どもたちが参加し、 裁縫や刺繍、

塗 装、 漆 く い の 技 術 を 学 ぶ 機 会 を 得

た。

プロジェクトのスタッフは、ホーム

の 運 営 と 並 行 し て KnK ホ ー ム の 子 ど

もたちの祖父母など親族らにもカウン

セリングを行なうなど、地域住民への

支援を継続し、コミュニティとの信頼

関係の構築に努めた。

(2) 成果
2005 年 1 月より 4 年間、 継続して

支援を行った結果、KnK ホームの子ど

もたちは、津波の被災によるショック

や苦しみをほぼ克服し、健康で安定し

た暮らしを送ることができるようにな

っている。日常の子どもたちの行動に

も、将来の自立に向けた努力が見られ

るようになっている。また、地域の人々

との交流を通じて、子どもたちは助け

合いの精神、他者を思いやる気持ちを

育み、仲間で喜びを分かち合うという

貴重な経験を得るなど、社会性も確実

に育っている。同時に、教育とケアを

受けることで、自信を回復するととも

に、 未来への希望を持つようになり、

物事に前向きに取り組むなど明るい変

化が子どもたちに見られるようになっ

ている。

(3) 課題
高等学校を卒業した子どもたちは、

さらに知識を得て将来の確実な自立を

目指すために、大学等の高等教育機関

へ 進 学 を 希 望 す る 傾 向 に あ る。2008

年 12 月 末 時 点 で 計 13 名 が 大 学 ま た

は技術専門学校に通っていたが、今後

も高等教育を目指す子どもたちが多数

でてくることが予想され、限られたプ

ロジェクト予算の中ではその支援が難

しく、今後は現地パートナーの自助努

力による資金調達への取り組みを進め

る必要がある。

[3]  パートナー・関連諸機関
・Depressed People’s Welfare Association 

(DPWA)
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【E. パキスタン活動報告】

[1]  概況
パ キ ス タ ン 北 部 大 地 震 が 2005 年

10 月に発生してから、 既に 3 年が経

過している。しかしながら、現地政府

から被災住民に対する復興支援の遅れ

や国際援助機関等の撤退または事業縮

小の影響によって、被災者の生活復興

には大きな支障が出ている。多くの被

災者の家庭では、震災前の生活水準に

戻ることすら依然として困難な状況と

なっている。また、保護者層における

子弟教育への理解不足に加えて、宗教

的背景に起因して女子教育に対する摩

擦が生じることもあり、支援活動を行

う 上 で 複 雑 な 状 況 を 生 む 一 因 と な っ

て い る。 現 地 政 府 の 地 震 救 援 復 興 局

（ERRA） は、2007 年 に 3 ヶ 年 の 復 興

戦略を打ち出しており、教育分野にお

いても 2010 年までに復興が完了する

ことが期待されている。現在、被災地

域では、依然として倒壊した多くの学

校が再建されないままの状況が継続し

ている。

このような状況の中で、KnK は現地

NGO であるフレンズ・ウェルフェア・

アソシエーション（FWA）との協働関

係のもと、3 年目となる教育施設「ニ

ューホープ（新たな希望）アカデミー

（以下、NHA）」3 校の運営事業を継続

した。

[2] プロジェクト
(1) 活動内容

NHA で は、 震 災 に よ っ て 心 に 傷 を

負った子どもたちの心理ケアと、教育

へアクセスすることができない子ども

たちに対する学習機会の提供に重点を

置いた支援活動を実施した。北西辺境

州マンセラ郡のシンカリ町、および山

岳地域で最貧困層が多く居住している

サ タ ン ガ リ 村 に お け る 共 学 校 計 2 校

と、震源地に近いバラコット市近郊の

シ ョ ハ ー ル 村 に お け る 女 子 校 1 校 の

運 営 を 継 続 し た。2008 年 12 月 末 の

時 点 で、 計 300 名 以 上 の 子 ど も た ち

が NHA3 校に通っている。NHA では、

月 曜 か ら 土 曜 の 週 6 日 間、1 コ マ 40

分の授業時間で、 ウルドゥ語、 英語、

数 学、 科 学、 社 会、 道 徳、 宗 教 の 7

科目の学習が毎日行われると同時に、

課外活動（工作、手芸、スポーツ、伝

統的ゲーム、スピーチコンテスト等）

も取り入れ、震災で受けた心理的ショ

ックからのケアと回復を目指した。ま

た、定期的に子どもたちとその保護者

層を対象に、意識啓発活動として保健

衛生や疾病予防に関するセミナーやワ

ークショップを開催した。

KnK が支援を開始してから 3 年目に

入っていることから、事業運営や課題

に 関 し て PTA や 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の

メンバーで構成される施設運営委員会

（CMC） とのミーティングを定期的に

行い、情報の共有に努め、持続的な支

援活動のための取り組みを進めた。そ

の他、子どもの精神面の安定には必要

不可欠である家庭へのケアも配慮し、

問題のある子どもがいることが判明し

た場合には、家庭訪問を実施するなど

した。

(2) 成果
・子どもたちの心理面での安定への寄与

被災地における子どもたちの状況は

非常に過酷であり、精神面への悪影響

は大きい。しかしながら、被災体験を

同じくする同世代の仲間たちと、時間

を共有しながら勉強や多様な課外活動

に取り組むことによって、少しずつ笑

顔を取り戻し、精神的なショックから

の回復を示した。

・子どもの教育への意識啓発効果　

NHA の 運 営 に 際 し て は、 現 地 行 政

府や関連団体との密接な連携を保ちつ

つ、子どもたちの保護者や地域コミュ

ニティの住民との定期ミーティングや

情報共有を実施したことによって、教

育の重要性や子どもの権利への認識が

向上した。貧困層が多く居住する地域

においては、子どもが家庭の労働力を

山岳地域への道は、天候によっては悪路となる 好奇心は強いが恥ずかしがり屋の女の子たち

期末テストも行われる
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担っている場合が多いため、教育の重

要性についての意識啓発は、子どもの

将来の可能性を広げるという意味にお

いても非常に重要である。

・子どもの保護および保護者層の

　　　　　　　生活復興への貢献　

震災後の政府からの支援が遅延して

い る こ と も あ り、 当 該 地 域 に お け る

人々の生活復興には大きな支障が生じ

ていた。そのため、保護者層において

は、子どもたちの生活環境や学習環境

にまで目が届きにくい状況があった。

教育施設が運営され、子どもたちが日

中の間に保護されて安心して過ごす場

所があることによって、保護者層が家

庭の生活復興に集中して取り組むこと

が可能となった。

 (3) 課題
・子どもたちおよび家庭への

　　　　　　　個別対応の促進　

教育施設における活動を進めていく

中で、継続して教育施設に通うことが

出 来 な い 子 ど も た ち の 家 庭 や 財 政 状

況が著しく厳しい家庭に対して、NHA

の教師や地域コミュニティの代表者が

家庭訪問を実施し、個別カウンセリン

グや問題解決のための助言を行った。

活動を実施していく上で、子どもたち

当人へのケアはもとより、彼らが生活

する基礎となる家庭への細やかな配慮

も非常に重要である。

・治安の安定化　

2 月には、北西辺境州マンセラ郡に

も拠点をおき、長期にわたって活動を

実施してきていた国際 NGO の事務所

が、武装勢力に襲撃されるという事件

が発生した。また、アフガニスタンの

旧 支 配 勢 力 で あ る タ リ バ ン の 影 響 力

が、パキスタン国内に浸透してきてい

ることも指摘されており、武装組織に

よる女子教育への妨害や破壊活動が過

激になりつつある。女子教育にも重点

を置く事業継続のためには、外部要因

としての治安の安定化が必要不可欠で

ある。

・現地政府への移譲時期　

政府よりすでに 2010 年までの復興

戦略が示されているが、今後、学校等

の教育施設の再建を含む諸計画が予定

通りに進行していくことが強く望まれ

る。 現 在 の NHA3 校 も、2010 年 を 目

処に現地政府へと譲渡する計画である

ため、引き続き、事業運営における連

携と協議を継続していくことが重要と

なる。

[3]  パートナー・関連諸機関
外務省

在パキスタン日本国大使館

ジャパン・プラットフォーム

Friends Welfare Association 

Governor of District Mansehra, Mr. Sadar 

Yusuf

Ministry of Education Pakistan, District 

Coordination Office, Mansehra

Social Welfare Department, District 

Coordination Office, Mansehra

United Nation’s Children’s Fund (UNICEF) 

Pakistan, the head branch of the District 

Hazara, Abbottabad

[4]  今後の展望
現地政府が策定した復興戦略に基づ

いて、2010 年までに現在の教育施設

運営事業を地域行政へ移譲することを

具体的に協議していく計画である。し

かしながら、被災地域における社会全

体の復興は遅れを見せており、その完

了までには依然として多くの時間を要

すると考えられる。

現在運営している教育施設は、子ど

もたちの精神面の安定と教育機会の提

供という両面において、非常に高い効

果を発揮している。これまでに、保護

者層や地域コミュニティとの連携も円

滑に進んできていることから、今後も

より充実した協力関係の構築が期待さ

れる。また、KnK と事業協力団体であ

る FWA の関係性においては、 さらに

連携を深めつつ事業運営の効率性を高

めていくための体制改善に向け、今後

協議が行われる予定となっている。

5958
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【F. インドネシア活動報告】

１. スマトラ島南西沖地震    
                            の被災児支援
 
[1]  概況

2007 年 9 月 12 日 に イ ン ド ネ シ ア

で発生したスマトラ島南西沖地震の発

生から、1 年以上が経過した。震災に

よって全半壊した家屋や公共施設等の

社会的インフラの復興整備はおおむね

終了しており、被災地域の住民たちも

以前の生活に戻りつつある。2008 年

6 月の時点で、KnK が活動を実施した

北ブンクル県内の 3 ヶ村においても、

家屋等の復興作業はほとんど終了して

いた。事業の実施に際しては、被災し

た青少年たちの見えない心の傷のケア

が非常に重要であった。

[2] プロジェクト
(1) 活動内容

インドネシアのスマトラ島の南部に

位置する北ブンクル県のライス郡、エ

ル ブ シ 郡、 バ テ ィ ッ ク ナ ウ 郡 内 の 各

1 ヶ村において、被災した子どもたち

の 心 の ケ ア と 学 校 施 設 修 復 ま で の 教

育 支 援 を 目 的 と し た チ ル ド レ ン セ ン

ターを運営した。同センターにおける

活 動 は、 震 災 の 翌 月 の 2007 年 10 月

から 2008 年 6 月までの計 9 ヶ月間に

わたって、事業実施地域に居住する 5

歳から 15 歳までの青少年たち計 210

名を対象として実施された。

簡易テントを用いて開設したチルド

レンセンターにおいては、学校時間外

に子どもたちが活動する場所を提供す

るとともに、ソーシャルワーカーやエ

デュケーターといった専門家が、子ど

もたちと一緒になってスポーツ活動、

絵画、 作文、 工作、 伝統的なゲーム、

学習支援、個別カウンセリング等のケ

アを行った。また、事業地別に保護者

層および地域コミュニティの居住者を

招 い て 定 期 イ ベ ン ト を 開 催 す る こ と

で、地域の活性化を目指した活動も実

施した。また、事業終了時には、活動

の成果を計ることを目的として、州立

ブンクル大学の専門家チームによる青

少年への心理調査を実施した。

(2) 成果
震災直後、多くの青少年たちは屋内

にいることを恐れたり、突発的かつ感

情的な行動を見せたりするなど精神的

に不安定な様子を見せていた。しかし

な が ら、 チ ル ド レ ン セ ン タ ー に お い

て、専門家と共に自己表現を中心とし

た活動に参加することを通じて、上記

に 記 載 し た よ う な 問 題 点 は 改 善 さ れ

た。また、震災によって学校の校舎の

全半壊、および個人の学用品遺失とい

う問題が発生していたが、チルドレン

センターにおいて共用の学用品を提供

したことにより、学習環境の維持や補

習といった支援が可能であった。

(3) 課題
被災地の基本的な復興が終了したこ

と、および子どもたちの心理的ショッ

クからの回復状況に鑑みて、支援活動

を終了する判断を下した。しかしなが

ら、各事業地の保護者層および地域コ

ミュニティからは、活動の継続を望む

要望の声が多く聞かれた。 最終的に、

事業予算の不足や裨益効果の点から事

業 継 続 に は 至 ら ず、 地 域 コ ミ ュ テ ィ

と 協 議 し て い く 中 で 一 定 の 理 解 を 得

た。本事業のみならず、支援活動を終

了させる場合には事業地の地域コミュ

ニティや雇用していた現地スタッフと

の間に摩擦が生じる場合があるため、

十分な情報提供と事前準備が重要であ

る。

[3] パートナー・関連諸機関
- KnK Network Indonesia

- Indonesian Child Welfare Foundation 

(ICWF)

- Faculty of Education, Science and 

Teaching, State University of Bengkulu

[4] 今後の展望
本 事 業 は、2008 年 6 月 を も っ て

終 了 と な っ た。 事 業 実 施 期 間 中 に お

い て、 情 報 共 有 や 一 部 の 活 動 で 協 力

を 仰 い だ 現 地 団 体 の Indonesian Child 

Welfare Association (ICWF) との今後の

協 働 関 係 は、 非 常 に 重 要 で あ る。 ま

た、インドネシアは、これまでも頻繁

に自然災害に見舞われてきていること

から、緊急事態の発生時における円滑

な支援活動実施のためにも、同団体と

の情報交換や密接な連携体制を構築し

ておくことが望ましい。

 ２ . ジ ャ ワ 島 中 部 地 震 の
                             被 災 児 支 援

[1] 概況
2006 年 5 月に発生したジャワ島中

部 地 震 か ら 既 に 3 年 近 く が 経 過 し、

バントゥル県では物理的復興がほぼ完

了しているが、一方で経済面の復興は

停滞している。そのため特に青年層が

安定した職に就くことが難しい状況と

なっている。現地の強固な社会ネット

ワークや相互扶助の精神が青少年の村

内での生活を可能にしているが、結果

として彼らが村に閉じこもりがちな状

況を作り出しており、多くの青少年が

閉鎖的な環境から抜け出せずにいる。

青少年の経済的および精神的な自立が

強く求められている状況を受け、KnK

は 2008 年 12 月 に バ ン ト ゥ ル 県 内 の

2 村 に お い て ユ ー ス セ ン タ ー を 開 設

し、 県 内 の 16 歳 か ら 22 歳 ま で の 青

少年 180 名を対象とした教育支援（コ

ンピュータ、 英語、 日本語）、 職業訓

練（電機 ･ 機械製品修理、 縫製）、 お

よびスポーツ活動（合気道、 その他）

を実施している。なお、KnK は震災直

後 よ り バ ン ト ゥ ル 県 内 の 4 村 に お い

てチルドレンセンターを開設し、子ど

もたちの保護と心理ケアを約一年間に

わたり実施した。

[2] プロジェクト
(1) 活動内容

インドネシア・ジャワ島中部に位置

するジョグジャカルタ特別州近郊バン

トゥル県内の 2 村（グロジョガン村、

ジャンビダン村）において、ユースセ

ンターを運営している。それぞれのセ

ンターにおいて、教育支援、職業訓練、

およびスポーツ活動を実施し、各コー

ス は そ れ ぞ れ 週 2 回 開 講 さ れ、 今 後

一年間継続して行われる。提携を結ん
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でいるバントゥル県政府主催の職業訓

練校（BLK）から派遣された教師が指

導にあたり質の高いコースの提供が可

能となっている。

教育支援として、英語、日本語、コ

ンピュータのコースを運営している。

これらのコースは青少年の成績向上と

知的好奇心を伸ばすことを目的とし、

同時に中長期的には企業や政府関連部

署 へ の 就 業 を 視 野 に 入 れ て い る。 英

語、コンピュータのニーズは依然とし

て高いが、親日感情の強いインドネシ

アでは日本語を学びたいという青少年

も多く存在し、日本語授業の実施はそ

のような声を反映した結果である。

職業訓練事業は、就職に直結する電

機・機械製品修理と縫製の技術習得を

目的として実施している。電機・機械

製品修理コースは主にオートバイの修

理を通じて電機と機械に関する技術知

識を就労の対象となるレベルまで高め

る。また、事業地であるバントゥル県

は縫製産業が盛んであり、コース修了

後には地元企業への就業を視野に入れ

ている。スポーツ活動は、合気道やそ

の他のスポーツを通じ、閉鎖的な環境

の中で若者のエネルギーを健全な方向

へ導くとともに、スポーツを通じて地

域を越えた交流を促進しネットワーク

を構築することで将来における社会の

安定化が期待される。

その他、上記のアクティビティの合

間には、年少者から 15 歳までの子ど

も た ち を 対 象 と し た プ ロ グ ラ ム と し

て、スタッフやボランティアによるイ

ンドネシア語、英語、音楽コースの開

催、また絵本の読み聞かせやゲームな

ども行なっており、 遊びの場として、

交 流 の 場 と し て、KnK の ユ ー ス セ ン

ターは幅広い年齢層によって利用され

ている。

(2) 成果
ユースセンター開設時には、予想を

大幅に上回るセンター利用希望者が集

まったこともあり、オープニングセレ

モニーには地元のテレビ局や新聞社を

始め多くのメディアが駆けつけた。バ

ントゥル県では震災復興の次の段階と

して、 青少年の自立が望まれており、

KnK のユースセンターに対する期待の

高さが伺える。また、当事業を開始以

前から地域周辺や現地バントゥル県政

府に対し当事業の必要性や効果を周知

してきた結果、バントゥル県政府から

は主催する職業訓練学校から経験ある

教師を派遣されることが実現したのも

大きな成果であった。同時に、KnK が

他事業で培ったカリキュラムを応用す

ることで、コース修了時には専門的か

つ実用的な知識や技術を習得する可能

性が非常に高まった。センター利用者

である青少年らも、自発的に施設の掃

除 や 備 品 の メ ン テ ナ ン ス を 行 な う な

ど、当事業により彼ら自身の将来を良

くしていこうという姿勢が強く現れて

いる。

(3) 課題
震災後の経済復興に遅れが生じてい

ることから、青年層の就業はいまだに

困難である。当プログラムにおいて技

術や知識を習得したとしても就職は容

易ではないと予想されるため、裨益者

全員の就職を目指して早い時期から周

辺地域の工場や店舗へのインターンシ

ップの実施やその後の就職に関し協力

が得られるよう、良好な協力関係を築

くことが必要と思われる。

当事業は長期にわたるプロジェクト

であるため、定期的にアンケートやイ

ンタビューを行いコース内容や年間カ

リキュラムに対する青少年の要望や問

題点を随時把握していく必要がある。

市場の動向に注意し、ニーズにあった

知識や技術を習得することも重要であ

り、各コース教師との連携を強化する

ことで改善点の早期発見・解決に尽力

していく。

[3] パートナー ･ 関連諸機関
Indonesian Child Welfare Foundation 

(ICWF)

Governmental Vocational School (Balai 

Latihan Kerja: BLK), Bantul Government

[4] 今後の展望
当事業は、各コースの参加者を比較

的少人数に絞り、質の高い授業を実施

している。そのため、事業終了時の結

果が大いに期待される。バントゥル県

における青少年の自立問題に真っ向か

ら取り組んでおり、地元からの注目度

も非常に高く、KnK として注力を惜し

まない事業となっている。

今後はユースセンターの役割を青少

年の自立支援や村民の交流場所だけに

とどめず、地域の青少年らが交流を深

める機会とすべく、スポーツ大会など

の イ ベ ン ト を 開 催 し て い く 予 定 で あ

る。 地 震 か ら 3 年 近 く が 経 過 し 復 興

は最終段階であると言えるが、青少年

らの経済的・精神的自立が実現してこ

そ復興が完了したこととなる。地震直

後の緊急支援から始まり、当事業はバ

ン ト ゥ ル 県 に お け る KnK の 活 動 の 最

終段階である。現地の青少年や子ども

たちの明るい未来を願ってやまない。

グロジョガン村のユースセンター
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【G. 東ティモール活動報告】

[1]  概況
2006 年 4 月から 5 月にかけて首都

ディリで発生した騒擾事件を契機とし

て、KnK が支援活動を開始してから 2

年が経過した。2008 年 2 月には、 上

記の騒擾事件を境に国軍から脱走し反

政府勢力の象徴的存在であったアルフ

レド・レイナード元少佐が、大統領お

よび首相襲撃事件の際に射殺されたこ

ともあり、国内における主要な治安不

安定化の要因は取り除かれたと言われ

る。2008 年 12 月 の 時 点 で、 過 去 に

多 発 し て い た 若 者 グ ル ー プ に よ る 投

石、抗争、暴力事件の発生件数は著し

く減少しており、治安は確実に安定し

てきている。

東ティモールでは、青少年たちが中

等および高等教育を修了した後、大学

進学を希望するものの経済的な理由か

ら進学ができない場合が多い。 また、

国内全域において、極めて未整備な社

会的インフラや不安定な経済状態によ

るストレスを慢性的に溜め込んでいる

若者たちも少なくない。このような状

況を踏まえ、KnK は青少年たちの健全

育成および教育支援を目的とした活動

を実施した。

[2] プロジェクト
(1) 活動内容 

① 青少年の健全育成および

　　　　　　　　　　教育支援活動

KnK は、2006 年 10 月 以 降、 首 都

ディリのドン・アレイショ地区（通称

コ モ ロ 地 区） に あ る ユ ー ス セ ン タ ー

の運営を継続している。 加えて 2008

年 10 月からは、バウカウ県、ビケケ

県、エルメラ県へと事業を展開し、計

4 つのユースセンターにおける教育支

援活動を実施した。

事業目的は、歴史的な背景や上記の

騒擾事件によって心理的に悪影響を受

けた青少年たちが、安全な場所におい

て教育の恩恵を受けるだけでなく、集

団の中での相互理解や信頼関係を醸成

させていくことにあった。また、同世

代の青少年が集い合い、同じ学びの場

を共有して交流や対話の機会を持つこ

とで、新たな争いを未然に防止するこ

とを目指した。

直 接 支 援 の 対 象 者 数 は、 デ ィ リ 県

（550 名）、 バ ウ カ ウ 県（400 名）、 ビ

ケ ケ 県（400 名 ）、 エ ル メ ラ 県（300

名）である。主な活動内容は、職業訓

練としての英語教育、未就学児童や学

校へ通うことのできない子どもを対象

とした非公式教育、そして情操教育と

してのスポーツ活動（サッカー、バス

ケットボール、バレーボール）である。

国際機関や国際 NGO が数多く活動し

ているディリでは外国人とコミュニケ

ーションをとる機会も多く、職を得る

た め の 素 養 の 1 つ と し て 英 語 ス キ ル

が求められることが多いため、レベル

別のクラスを編成して受講者の能力育

成に努めた。 未就学児童に対しては、

幼児教育レベルの識字教育を含む非公

式教育の他、経済的あるいは家庭の理

由から通学できなくなってしまった子

どもたちへの復学支援クラスも提供し

た。スポーツ活動においては、練習を

通じて協調性や他人への敬意を培うこ

とに加えて、トーナメント大会を定期

開催した。同大会では、地域コミュニ

ティからより多くの人々を観客として

招くと共に、不安定な社会状況下での

生活を強いられている青少年たちのス

トレスを軽減することに努めた。

②演劇ワークショップ活動

2008 年 1 月から 5 月までの 5 ヶ月

間にわたり、12 歳から 18 歳までの男

女 の 青 少 年 40 名 と、 そ の 母 親 層 10

名の計 50 名程度の初心者を対象とし

て、 参 加 型 ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開 催 し

た。ワークショップは平日の午後に約

2 時間行い、その成果を発揮する場と

し て 月 1 回 の 発 表 会 を 開 催 し た。 具

体的には、「子どもの権利」、「女性の

権利」、「ドメスティックバイオレンス

（家庭内暴力）の防止」、「教育の重要

性」、「平和の重要性」といったテーマ

設定による毎月の作品作りと演技練習

を実践した。

(2) 成果　
① 青 少 年 の 健 全 育 成 お よ び　　　

　　　　　　　　　　　教育支援活動

教育現場における一定の経験を持っ

たスタッフが常駐するユースセンター

において、同世代の仲間と「学び」、「遊

び」、「体を動かす」ことができる環境

で時間を過ごした青少年たちが、豊か

な感受性をもって多くの事柄を吸収し

ながら、心身共に成長していく様子が

日々観察された。青少年たちは、ユー

スセンターで提供される日々の活動に

積極的に参加することによって、少し

ずつ、過去の辛い経験を乗り越え、心

の傷を癒しながら、将来への希望を抱

くようになっている。

英 語 ク ラ ス か ら は、 国 連 機 関 や 国

際 NGO への就職を果たした生徒が 29

名、留学するための奨学金を得た生徒

コモロユースセンターでのサッカー大会
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は 6 名 で あ っ た。 そ の 他、10 名 は 自

ら英語教室を開設するなど私塾の講師

となった。 非公式教育クラスからは、

登録していた 225 人の児童のうち 66

人が小学校に入学した。公的教育から

ドロップアウトした子どもも受け入れ

ているが、子どもたちの知識や能力も

少しずつ伸びており、1 名が小学校へ、

4 名が中学校へ、2 名が高校に復学し

ている。スポーツ活動では、毎日 100

名程度の青少年たちがサッカー、バス

ケットボール、バレーボールの練習に

継続的に参加した。また、隔月で開催

したスポーツ大会には毎回 1,000 人を

超える来場者があり、地域コミュニテ

ィへも大きな効果があった。

間接裨益者である青少年たちの保護

者層や地域コミュニティの居住者たち

も、コミュニティセンターとしての機

能を有しているユースセンターを頻繁

に利用した。また、コミュニティの人々

からのユースセンターに対する好意的

な声や評価も、事業の成果を示す裏づ

けの一つと言える。かつては治安上の

問題から、子どもが外を出歩くことに

懸念を抱いていた保護者たちも、ユー

スセンター開設後は安心してそれぞれ

の仕事に従事できるようになっている

との声が多数聞かれるまでになってい

る。

（上記の記載内容は、これまでに事

業を継続実施してきているディリ県に

お け る 成 果 で あ る。 地 方 の 3 つ の ユ

ー ス セ ン タ ー は、2008 年 10 月 の 新

規事業開始後から順調な滑り出しを見

せており、今後それぞれの地域にあっ

た形で成果を上げていくことが期待さ

れる。）

② 演劇ワークショップ活動

演技者側は、ワークショップを通じ

て設定されたテーマについて考えると

共に、自分自身の意識変革に繋がる機

会を得た。観覧者側も、鑑賞を通じて

各テーマに関する新たな「気づき」を

得ていた。なお、毎月の発表会開催時

に は 500 名 程 度 の 来 場 者 が あ り、 非

常に盛況であった。娯楽の少ない東テ

ィモールにおいても、演劇活動は一定

の条件が整えば比較的容易に取り組む

ことが可能である。また、メッセージ

性が強いことから、様々な事象を効果

的に多数の人々に情報伝達するための

有効な方法の一つと言える。本活動で

は、価値観や道徳観に影響するテーマ

について、演技者側と観客側が共に学

び会うことができた。

(3) 課題 
東ティモールにおける活動が 3 年目

に入ったことを踏まえ、以下の 2 点が

課題として挙げられる。まず、活動継

続にあたっては、各事業地の地域社会

との密接な連携を進めていく必要があ

る。特に、新規事業を開始した地方の

ユースセンターにおいては、事業地別

に細やかな対応が重要である。現地ス

タッフとのミーティングや現地駐在の

KnK 日本からの派遣スタッフによる十

分なモニタリングを実施して、運営方

針にも適宜見直しを加え、活動内容に

反映させていくことが求められる。次

に、持続可能な活動のための現地スタ

ッフの育成が不可欠である。事業運営

から評価まで、現地の人的資源のみに

よる事業運営の確立を目指していく必

要がある。現在の事業を、現地政府ま

たは関連機関に譲渡することを考慮し

た上でも非常に重要な点であることか

ら、日本からの派遣スタッフによる現

地スタッフの育成が急務である。

[3]  パートナー・関連諸機関
外務省

在東ティモール日本国大使館

Comoro Child & Youth Center Foundation 

（CCYCF）

Children & Youth Center / Ponta Leste 

Baucau

Viqueque Youth Center

Ermera Youth Center

Ministry of Education and Culture

Secretariat of State for Youth and Sport

National Youth Council

NGO Forum Timor-Leste

Un i ted  Nat ion ’ s  Ch i ld ren ’ s  Fund

（UNICEF）

United States Agency for International 

Development（USAID）

[4]  今後の展望
2007 年以降、 東ティモールではテ

ィモール・ギャップからの石油および

天然ガス開発による収入が増大してお

り、経済面における明るい話題を提供

している。他方で、現地政府にとって、

人的資源の育成には多くの課題が残っ

ており、対応が急務となっている重点

分野の一つである。なかんずく、青少

年や若者を対象とした教育および能力

の開発は、中・長期間にわたって取り

組むべき重要性を有している。これら

の点を踏まえ、KnK は東ティモールの

将来の発展に寄与すべく、青少年の健

全育成を目的とした教育支援活動を、

中長期的な視野から今後も継続して行

う計画である。
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【H. ヨルダン活動報告】

[1]  概況
2008 年現在、 ヨルダン国内には推

定 50 万人のイラク難民が暮らしてい

るといわれる。彼らの多くは就労が認

められていないため、避難時に持参し

た財産を切り崩したり、親戚等からの

送金に頼って暮らしたりしている。イ

ラク難民の子どもたちは、2007 年よ

り公立学校への入学が認められるよう

になったものの、通学できなかった期

間が長かったために学校の勉強につい

ていけなかったり、校内でいじめにあ

ったりして中退してしまう子どもも少

なくない。また、戦時下のイラクで家

族や友人を目の前で殺害されたり、誘

拐されて暴行を受けたりした経験等か

ら、 心 に 傷 を 負 っ て い る 子 ど も も 多

い。そこで、KnK ではヨルダンで生活

するイラク難民の子どもや青少年を対

象とした教育支援と心のケアを 2007

年 10 月に開始した。

[2] プロジェクト
(1) 活動内容

本事業は、フヘイス、アズラックお

よ び マ ル カ（ ア ン マ ン 東 部 ） の 3 都

市にあるユースセンターにおいて、①

非公式教育と職業訓練の提供（英語・

コンピュータ等）、 ②ユースプログラ

ム の 運 営（ ス ポ ー ツ・ 伝 統 舞 踊 等 ）、

③心理社会的ケアの提供、および④イ

ラク人・ヨルダン人青少年間の相互理

解促進を目的として、8 歳から 24 歳

のイラク人およびヨルダン人の子ども

や青少年を対象に、以下の活動を実施

した。

・フヘイス　

フヘイスの公立ユースセンターにて

412 人の子ども・青少年を対象に、英

語、バスケットボールおよび伝統舞踊

のクラスを実施した。また、心理社会

的ケアと相互理解の促進を目的とした

ピ ア・ エ デ ュ ケ ー タ ー（PE） プ ロ グ

ラム（後述）やビデオワークショップ

を実施した。ビデオワークショップで

は、イラク人青少年の本国における実

体験をもとに、ヨルダン人とイラク人

の青少年が共同でビデオ作品を製作し

た。

キリスト教徒の多い土地柄の影響も

あり、比較的多くのイラク難民が第 3

国（米国等）に再移住することができ

た た め、2008 年 10 月 を も っ て 活 動

を終了した。

・アズラック　

アズラックはイラク国境に近く、多

くの難民が移り住んだが、アンマンか

ら遠く離れているため、難民への教育

支 援 を 行 う 団 体 は 存 在 し て い な か っ

た。そこで、KnK ではアズラックの私

立 ユ ー ス セ ン タ ー に て 360 人 の 子 ど

も・青少年を対象に、英語・コンピュ

ータおよびスポーツ（サッカー）のク

ラスを実施した。

より生活しやすい環境を求めてアン

マン等に移住するイラク難民が増加し

たため、2009 年 1 月をもって活動を

終了した。

・マルカ　

2008 年 11 月 よ り、 イ ラ ク 難 民 が

近隣に多く住むマルカの公立ユースセ

ン タ ー に て、381 人（2008 年 12 月

末時点） の子ども・青少年を対象に、

英語・国語・算数・コンピュータ・絵

画およびスポーツ（サッカー・伝統舞

踊）のクラスを開講した。

・ イラク難民状況調査　

イラク難民の置かれている状況とニ

ーズの正確な理解、ユースセンターで

の活動紹介および難民世帯との信頼関

係構築のため、日本からの派遣スタッ

フおよび現地スタッフがイラク難民の

家庭訪問（フヘイス 90 世帯・アズラ

ッ ク 20 世 帯・ マ ル カ 70 世 帯 ） を 継

続的に実施した。

 (2) 成果
① 非公式教育・職業訓練の提供

学力テストの結果等から、生徒の学

力向上が確認された。英語やコンピュ

ータの技能を身につけた生徒には修了

証を発行した。英語については、イラ

ク 難 民 が 第 3 国（ 米 国・ 豪 州 等 ） に

移住する際、必須のスキルとして早速

役立てることができるものである。

② ユースプログラム

　（スポーツや伝統舞踊等）の運営

学校や家庭とは異なる環境の中で、

避難生活や学校のストレスから解放さ

れ、のびのびと運動できる場を提供で

きた。また、イラク人とヨルダン人の

生徒が一緒に運動し、互いの文化を学

ぶことで、友情や相互理解を深めるこ

とができた。

③ 心理社会的ケアの提供

トラウマ（＝心的外傷）を抱えた子

ど も た ち に 対 し て、PE プ ロ グ ラ ム 等

の心理社会的ケアを行った結果、夜眠

れ な か っ た 子 ど も が 眠 れ る よ う に な

り、人と接しようとしなかった青少年

が仲間とともに小さな子どものための

イベントを企画するなど、大きな成果

が得られた。

④ イラク人・ヨルダン人青少年間

での相互理解の促進

ヨルダン人の子どもたちはイラク人

生徒のイラクでの困難な経験について

は知らないことが多く、一方イラク人

生徒は社会的立場の弱さから、学校や

地域でいじめに遭うこともある。この

よ う な 状 況 の 中、PE プ ロ グ ラ ム や ビ

デオワークショップでの共同作業や自

分の経験を語り合う機会を通じて、生

徒たちは国籍を超えた友情を深め、お

互いの状況を理解することができた。

(3) 課題
事業地周辺において本事業の評判は

高く、活動参加希望者は飛躍的に増加

している一方で、スペースの問題から

受 け 入 れ 可 能 な 生 徒 数 は 限 ら れ て い

る。そこで、椅子を追加購入して座席

数を最大限に増やす、また数週間連絡

なしに欠席している生徒は新しい生徒

に出席枠を譲る等の方法をとり、なる

べく多くの生徒に参加機会が与えられ

るよう細心の配慮している。

[3]  パートナー・関連諸機関
青年高等評議会（ヨルダン国首相府直

轄機関）

国際移住機関（IOM）

日本国際民間協力会（NICCO）

Save the Children Japan

[4]  今後の展望
今後の展望としては、新事業地マル

カにて非公式教育を引き続き実施する

一 方、PE プ ロ グ ラ ム や ビ デ オ ワ ー ク

ショップ等を通じて、イラク難民の子

どもたちの心理社会的ケアや相互理解

の促進に努める。また、新規に事業地

に移住してきたイラク難民も支援でき

るよう、イラク難民世帯の調査および

家庭訪問は引き続き実施する計画であ

る。ヨルダン国内に住む推定 50 万人

の イ ラ ク 難 民 の う ち、 第 3 国 へ の 移

住が決まるのは一部に過ぎず、今後も

継続した支援が必要である。

（注）PEプログラムとは、主に 14 歳以上の

青少年が同世代の仲間（＝Peer（ピア）：仲

間）とともに地域社会への奉仕を目的とした

企画（例：ごみ拾いや小さな子どものための

図工教室など）を自ら立案・実行していく中

で、協調性・責任感・自信・リーダーシップ

などを身につけ、やがてリーダーとなるまで

に成長し、より小さな子どもの指導にあたる

ような人材を育成するというものである。

同プログラムは、トラウマを抱えた青少年の

心理ケアにも効果があることから、ヨルダン

では 2008 年にフヘイスのユースセンターで

実施した。

© Mika Tanimoto
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【I. バングラデシュ活動報告】

[1]  概要
2007 年 11 月 15 日、 アジア最貧国

の ひ と つ と 言 わ れ る バ ン グ ラ デ シ ュ

国 南 部 を 大 規 模 な サ イ ク ロ ン「 シ ド

ル」が襲った。被害は死者、行方不明

者合わせて 4,000 名以上、被災家屋は

50 万軒にのぼる甚大なものであった。

KnK は子どもたちの保護と心理ケアを

目的に南部ピロブジュール県に入り活

動を続けてきた。被災から既に一年以

上が経過するが、そもそも社会基盤が

脆弱だったこともあり、完全復興まで

の道のりは遠い。

[2] プロジェクト
(1) 活動内容

サイクロン「シドル」により被災し

た地域の中で、被害が甚大であった地

域の一つであるボリシャル管区ピロジ

ュプール県内の隣接した 5 村（カマル

カティ村、ジョラバリ村、ラクシュマ

ンカティ村、シハンガル村、アシュア

村）において、主に 5 歳から 24 歳の

子 ど も や 青 少 年 ら 約 750 名 を 対 象 に

チルドレンセンターを運営している。

①チルドレンセンターの運営

継続的な保護とアクティビティによ

る精神面での安定を図るとともに、基

本的な教育機会を提供している。保護

者が仕事に出ている間、子どもたちが

安心して過ごせる場所を提供しつつ、

そのなかでスポーツや自己表現を重視

したレクリエーション等の課外活動を

取り入れたプログラムを実施し、同時

にサイクロンの影響で経済的理由によ

り公立学校へ通えなくなった子どもた

ち を 対 象 に 週 6 日 の 非 公 式 教 育 を 実

施している。ベンガル語、英語、算数

などの基本的な科目を中心に、公立学

校と同様の質の高い教育を目指してい

る。

また、課外活動として「子どもクラ

ブ」を開催している。「子どもクラブ」

とは、5 歳から 18 歳までの子どもた

ち自身によって運営される子どもたち

による話し合いの場であり、教育の重

要 性 を 含 め た 子 ど も の 権 利、 児 童 労

働、衛生問題、HIV/AIDS、ダウリー（結

婚持参金制度）などの様々な議題につ

いて話し合うことにより、子どもたち

が将来を自らの手で切り拓けるよう前

向きな姿勢を高める活動である。

②職業訓練事業

未成年者の出稼ぎを防止するため、

同 5 村 の 青 年 100 名 を 対 象 に、 縫 製

および機織りの職業訓練を実施してい

る。仕事を得る機会がほとんどない農

村地帯では、多くの子どもが十代半ば

から親元を離れ、都市部で単純労働に

従事せざるを得ない状況である。その

ため、KnK は縫製と機織りの技術習得

を目指した職業訓練事業を実施し、青

少年が若い時から出稼ぎに出なくても

地域内で安定した職を得られるよう技

術習得を目指したコースを運営してい

る。

③地域社会に対する啓発活動

各村では、支援活動を実施する上で

地域村民との連携を円滑にするため、

定期的に会合を開く他、チルドレンセ

ンター参加者の保護者を中心に、地域

全体を対象として子どもたちへの教育

の重要性を含めた子どもの権利に対す

る認識を高める運動を行っている。ま

た、 政府機関である NGO 局や県政府

担当局とも適宜、連絡調整を行ってい

る。

(2) 成果
サイクロンによる被災から一年が過

ぎても、甚大な被害を被った事業地周

辺地域においては完全な生活復興には

至っておらず、過酷な社会状況の中で

生活を強いられている子どもたちへの

影響は非常に大きなものがあった。そ

う し た 子 ど も た ち 約 750 名 が、 被 災

体験を同じくする仲間たちと時間を共

有しながら勉学やクラブ活動、歌、ダ

ンス、絵画等の情操教育、職業訓練に

取り組むことにより、少しずつトラウ

マ状態から立ち直り、精神の安定を取

り戻しつつある。

教育支援として実施している各教室

は、教師や授業の質の高さに一定の評

価を得るまでとなり、非公式な教育機

関にもかかわらず現在では新規募集の

問合せや、受け入れ数増加の要望があ

がっている。縫製と機織りコースの参

加者は、収入を得る段階には至ってい

ないものの、青年らの技術は就業を十

分可能とするレベルに到達している。

上記の子どもたちに対する直接的な

支援のほかに、KnK は子どもたちの保

護者と、さらに地域の有力者に向けた

意識改革にも力を入れてきた。教育の

重要性や、さらには子どもたちにも権

利があることを気づかなかった者も多

く、以前に比べ大人たちの認識は飛躍

的に向上してきている。

(3) 課題
教育を受けることは子どもたちの権

利であるとの認識が広まってきている

が、一方で多くの子どもたちは極度の

貧困家庭から来ており、経済的理由で

センターのコースに参加できず、労働

に従事しなければならない状況に置か

れることがある。衛生環境の悪さから

体調を崩すこともあり、KnK のチルド

レンセンターでは衛生教育にも力を入

れている。なお、数日間にわたって学

習教室を休んだ子どもに対しては、現

地スタッフが家庭を個別に訪問しケア

にあたるようにしている。

[3]  パートナー・関連諸機関
Society for Underprivileged Families 

(SUF)

UDDIPAN

[4] 今後の展望
継続的な支援により多くの子どもた

ちが心理的安定を取り戻しているが、

心的ケアは短時間で完結されるもので

はなく、いまだにトラウマを抱えた子

ど も た ち が 散 見 さ れ る。 集 中 力 に 欠

け、 時に泣き出す子どもたちもおり、

今後も手厚いケアが欠かせない。教育

支援は、非公式教育でありながらも質

の高い授業を実施しており、将来的に

は子どもたちが公立学校へ編入できる

よう、学力レベルの向上とともに政府

機関からの認定取得を目指す。 また、

将来的には、職業訓練コースで習得し

た 技 術 に よ り、 青 年 ら が 安 定 し た 収

入を得られることを目標としている。

KnK は、今後も継続してバングラデシ

ュにおけるサイクロン被災者を支援し

ていく。

上）サイクロンによりなぎ倒された木々

下）壊れかけた教室で自習する少年

チルドレンセンターのアクティビティは、いつも活気にあふれている

© Atsushi Shibuya
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【J. ミャンマー活動報告】

[1]  概要
2008 年 5 月にミャンマーを襲った

超 大 型 サ イ ク ロ ン「 ナ ル ギ ス 」 に よ

り、 数 十 万 人 規 模 の 人 々 が 家 を 奪 わ

れ、家族を失うなどし、大きな影響を

受けた。そのダメージが特に大きいの

は、社会的弱者である子どもたちであ

った。被災により家庭の経済的困窮度

が増したため、教科書や制服購入費な

どの通学費用が捻出できずに学校に通

うことができなくなったり、家計を助

けるために農作業や物売りなどの労働

をしていたりと、子どもらしい生活を

送ることができずにいる青少年が多く

存在するという現状にあった。そこで

KnK では 2008 年 6 月より、そのよう

な子どもたちへの生活・教育支援を開

始した。

[2] プロジェクト
1）僧院を通じた子どもたち
への生活・教育支援
(1) 活動内容

ヤ ン ゴ ン 市 近 郊 に あ る 2 つ の 僧 院

において、9 歳から 22 歳の男女を含

む 計 33 人 の 青 少 年 を 支 援 し て い る。

彼らは皆、サイクロンで大きな被害を

受けたエヤワディ管区出身の子どもた

ちで、被災後には生活環境が厳しくな

ったため、教育を受けることが困難に

なり、ヤンゴン近郊の僧院で僧侶らに

面倒を見てもらうことになった。

KnK では、これらの僧院を通じた生

活・ 教 育 支 援 を 継 続 的 に 実 施 し て お

り、子どもたちの生活必需品の提供を

行っている他、毎日の通学のための交

通費や授業料のサポート、文具・制服

の提供等を行っている。KnK 日本から

の派遣スタッフや現地スタッフが定期

的に僧院を訪ね、子どもたちの生活の

様子を細心にモニタリングしている。

ミャンマーには、大学入学資格を得

る た め の 非 常 に 重 要 な 国 家 試 験 が あ

り、 受 験 対 象 年 齢 に 達 し た 7 名 の 青

少年が勉学に集中できるよう環境を整

えるなどの支援を行った。

(2) 成果
人 里 離 れ た 場 所 で 僧 侶 の 庇 護 の も

と、他の子どもたちと集団生活を送り

つつ毎日学校に通いながら、子どもた

ちは礼儀や作法を見につけ、学業に懸

命に励んでいる。時には学業の合間を

ぬって僧侶らと一緒にサッカーを楽し

んだり、あるいは学校授業の予習・復

習や僧侶から補習を受けたりと、僧院

での新しい生活を楽しんでいる様子が

伺える。彼らの両親も時々、遠方から

僧院を訪れるなどしており、子どもた

ちの生活環境や成長の様子に気を配っ

ている。

サイクロンで教室が壊れ、椅子や机も足りなくなったため

床で勉強をしている生徒もいる

© Atsushi Shibuya
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(3) 課題
僧院を通じた子どもたちの支援は、

中長期的な視野のもとで行う必要があ

る。今後、僧侶たちと良好な関係を継

続・発展させつつ、どのような形での

支援が子どもたちにとって最適である

か、 常 に 考 え て い か な け れ ば な ら な

い。また、子どもたちの中には、僧院

での集団生活になかなかなじめず、決

められたルールを守れないケースなど

も見られることがある。特に、大学入

学 資 格 試 験 の 受 験 生 の 扱 い に は 難 し

い面があるため、今後も僧侶らと十分

話し合いを進めて支援方針を随時見直

し、活動内容にフィードバックさせて

いくことが求められる。

2）教育支援活動
ヤンゴン管区シュピタータウンシップ

(1) 活動内容
ヤンゴン管区シュピタータウンシッ

プにおいて、 サイクロン「ナルギス」

で 被 災 し 学 校 に 通 え な く な っ た 6 歳

から 14 歳の子どもたち計 110 名を対

象に、2008 年 9 月より課外活動を実

施している。地域住民からの要望を踏

まえ、算数、英語、ビルマ語の他に絵

画、音楽、道徳といった科目を教えて

い る。 ま た、 近 隣 の 小 学 校 1 校 に お

いて、サイクロンの影響を受けたトイ

レや給水施設の修復、および机や椅子

等の提供を行った。

(2) 成果
家庭の困窮により学校に通えなくな

った子どもたちが、課外活動を通じて

教育に継続的に参加できるといった大

きな利点がある。実際、課外活動に参

加するようになってから、「娘の表情

がずっと明るくなった」、「自分の子ど

もが目上の人に対するマナーや礼儀作

法を見につけた」等の声が聞かれるな

ど、 地 域 住 民 か ら の 評 判 も 非 常 に 高

い。また、子どもたちの出席率も高く、

毎日の活動に参加することを心待ちに

している様子が伺える。

(3) 課題
現地の社会経済状況が直ちには改善

しないことが考えられるため、今後も

継続的に支援を行っていくことが求め

られる。その際には、活動内容を現地

の青少年のニーズに合ったものになる

よう、常にアップデートしていく必要

性がある。

3）教育支援活動
エヤワディ管区ワケマタウンシップ、

                                       ラブタタウンシップ

(1) 活動内容
エ ヤ ワ デ ィ 管 区 内 の 2 つ の タ ウ ン

シ ッ プ に お い て、 サ イ ク ロ ン「 ナ ル

ギス」の影響により破損した小学校 2

校（4 校 舎） の 施 設 修 復 を 実 施 し た。

これらの地域は前述した 33 人の青少

年の出身地であるが、サイクロン被災

による死者数の数が比較的少なかった

ため、被災直後の緊急援助を除いては

援助機関からそれほど多くの支援が届

か な か っ た。 そ こ で KnK で は、 被 災

した青少年の教育環境の向上を図るた

め、トイレや給水タンク等の修復、机

や椅子、黒板、文具の提供等を行った。

また、修復した校舎において、毎日の

放課後の時間、絵画、音楽、道徳等を

中心とした課外活動を継続的に行って

いる。学校教員の協力のもと、サイク

ロン被災により心理的ダメージを受け

た生徒を優先的に選択して活動を行っ

ている。活動の質を高めるため、教員

に対しては課外活動の指導のためのト

レーニングを実施している。また、活

動の効果を計るため、心理学専門家に

よる心理アセスメントの実施を予定し

ている。

(2) 成果
課外活動に参加するようになってか

ら、子どもたちの行動に積極性が芽生

え、通常の学校授業にも以前より集中

するようになったとの声や、家庭にお

ける生活態度にポジティブな変化が見

られたとの声が、父兄・保護者より多

く聞かれている。

(3) 課題
上述したように、これらの地域はサ

イクロンによる人的被害が比較的少な

かった一方、公共施設修復や人々の生

活面での支援がいまだ必要であること

が指摘される。特に、青少年への教育

支援の継続は大きな課題である。心理

アセスメントの結果も十分踏まえ、今

後の対応策を練り、現場での活動に反

映させていくことが重要となる。

[3] パートナー・関連諸機関
・ミャンマー社会福祉省

・ミャンマー教育省第 1 基礎教育局

・UNICEF

[4] 今後の展望
ミャンマー政府の方針により、サイ

クロン「ナルギス」被災者支援活動を

行 っ て い る 国 際 NGO は 2010 年 4 月

までに撤退しなければならないとされ

ている。実際のところ、国内で活動す

るには関係機関から必ず許可を得なけ

れ ば な ら ず、 他 の 国 々 と 比 較 し た 場

合、支援活動実施において非常に難し

い面がある。しかしながら、ひとたび

関係機関より一定の評価がなされ、信

頼関係を築き上げることができれば、

今後の新たな支援活動の展開に繋げて

いくことが可能となろう。現地におい

て青少年への教育支援および心理社会

的ケアのニーズは依然として高く、関

係機関との良好な関係を継続し、連携

しつつ活動を実施するのであれば、現

地でできることはまだまだ多く、その

ためには現在の活動を一歩ずつ着実に

進めていかなければならない。

①サイクロン後、学校が再開しても

経済的な理由で通学できない子ども

も多くいた／②村人による手作りの

ラブタの学校では、教師の数も足り

ていない／③、④新しい机で勉強す

る子どもたち

①

②

③

④
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Ⅱ .　教育プロジェクト報告

1995 年に始まった青少年教育プロジェクト「友

情のレポーター」が本年も 8 月に実施された。全

国各地の応募者の中から作文ならびに絵画によ

る選考を経て決定した 44 人目の友情のレポータ

ーは、東ティモールに派遣され、絵画を通じて現

地の青少年と交流を深めつつ、現状を取材した。

また、 歴代の友情のレポーターの中から、2002

年にフィリピンに派遣された美大生が東ティモ

ール取材に同行し、現地の子どもたちへの絵画ワ

ークショップ指導を務めた。

2008 年友情のレポーター

　　赤池 和佳奈さん　派遣当時 13 歳

　　中学一年／山梨県在住

絵画ワークショップ指導

　　山本 周平くん　武蔵野美術大学四年

派遣日程

2008 年 8 月 21 日（木）～ 8 月 29 日（金）

絵画ワークショップ

【参加者】　東ティモールの青少年（男子 7 名、

　女子 5 名）、赤池 和佳奈、山本 周平

【開催地】　東ティモール／首都ディリ市および

　ディリ市内にある KnK 活動地（コモロ・ユー

　スセンター）

ワークショップ最終日には、コモロ・ユースセ

ンターにて絵画作品展示発表会を開催した。東テ

ィモール教育省や青年スポーツ局、地元新聞社を

はじめコモロ地区からも多くの来場者、取材があ

ったほか、日本国大使館からも来場があり今回の

絵画ワークショップを通じて 200 名もの人々に

KnK の活動を広く伝える機会となった。

日本でどれだけの人が東ティモールを知っているだろうか。東ティモールは 21 世紀初の独

立国である。国境なき子どもたちは、首都ディリのコモロ・ユースセンターでスポーツ指導や、

英語、識字教室を行っている。そこで先生に聞いた話は心につきささるものだった。識字クラ

スには小学生が 1 人、中学生が 3 人いる。その小学生の子は、本当は 13 歳だから普通なら中

学生のはず。数年前まで読み書きがほとんどできず、学校にも通っていなかったそうだ。しか

しセンターや非公式の学校へ行きがんばったため、今年、公立学校の 6 年生のクラスに入れ

たという。きっと私だったら自分より小さい子たちと一緒に勉強するのはいやになって、その

場を逃げ出したくなってしまうだろう。その子の心の強さを日本の人々に伝えたいと思った。

アプレックス（17 歳）の家を訪問。しかし彼が『ここが僕の家』と指差した場所には何もない。

私は状況が理解できず、地下に家があるのかと思ってしまった。彼から話を聞くと、2006 年

の騒乱の際に彼の家は近所の人によって壊されてしまったそうだ。彼は、『とても悲しかった。

家を燃やされてしまったから。みんなで山のほうへ逃げたんだ』と言っていた。今は母親と暮

らしているが、他の家族に会いたいか聞くと、『会いたくない』。返ってきたのはその一言だけ

であった。その『会いたくない』にはどれだけの複雑な思いが入っているのだろう。そう考え

るとそれ以上、何も聞けなくなってしまった。

2006 年の騒乱で大きな被害がでたことは知っていたが、彼らの明るい笑顔の裏に、考えら

れないようなつらい過去があったということがショックだった。しかし､ 同時に感じたのはそ

んな過去を感じさせない明るさを見せる彼らの心の強さ。これは､ 私にはないものだった。た

くさんのことを教えてくれた東ティモールのみんな、オブリガーダ（ありがとう）。

赤池 和佳奈　中学一年／山梨県在住

【友情のレポーター】

東ティモール取材報告レポートより抜粋

①ユースセンターの女の子と交流す

るレポーター／②騒乱で家を破壊さ

れた青年にインタビュー／③生まれ

て初めて絵の具を使った／④絵画

ワークショップの仲間たちと   

①

②

③

④
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2001 年のスタートから 8 年目を迎えた友情の５円玉キャンペーン

には、すでに約 650 の学校や個人、団体が参加している。

2008 年は全国の 25 の学校、8 団体、13 個人の方々にご参加いた

だき、その他の学校法人等からのご寄付とあわせアジアの活動地に約

80 万円の支援を届けることができた。

今年度の特徴としては、11 月からの「クリスマス特別キャンペーン」

が挙げられる。通常の５円玉募金に加えアジア現地の子どもたちへの

クリスマスカードも募ったところ、100 枚以上のカードが寄せられた。

これらは東ティモールの子どもたちのもとへ届けられ、現地から返信

が来るなど交流をさらに深めることができた。

【友情の５円玉キャンペーン】
友情のレポーターの
　　　　帰国後の取り組み           

今 回 の 取 材 は、 一 本 の ビ デ オ レ ポ ー ト『み ん

なの笑顔を絵筆にのせて ～東ティモール取材～』

にまとめられ、映像資料として報告会やイベント

などで広く活用されている。

10 月 に は、『 友 情 の レ ポ ー タ ー 活 動 報 告 会

2008 ～共に成長するために～』が東京にて開催

さ れ、2006 年 か ら 2008 年 に か け て ア ジ ア 各 地

を取材した 5 名がインドネシアの地震被災地の

様子、カンボジアで絹織物の職業訓練に励む青少

年、そして 21 世紀最初の独立国・東ティモール

の子どもたちの現状を報告した。また同会場にお

いて、東ティモールの現状を収めた写真や絵画ワ

ークショップでの絵画作品を多数展示し、国際理

解を促進した。87 名の来場者にアジアの現状を

日本の青少年から見た視点で伝えることができ

た。

また、今回の絵画ワークショップで発表された

中 か ら 選 ば れ た 5 種 類 の 絵 画 は、 ポ ス ト カ ー ド

として日本国内や東ティモールで広く利用され

ている。

①、②東京で行われた、友情のレポーター活動報告会

絵画ワークショップで描かれた子どもたちの作品
現地の子どもに絵の指導をする山本周平さん（中央）

友情の５円玉キャンペーン実施には、活動紹介パネルも広く活用されている

①

②
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【各種イベントなど】

2007 年に引き続き、KnK 設立 10 周年記念公開講座『シ

リーズ アジア』を 5 月まで毎月開催するなど、本年も

KnK 主催のイベントが活発に行われた。

ゴールデンウィークには、株式会社髙島屋の全面協力

を得て、 横浜髙島屋 7 階にある生活雑貨ショップ「マ 

ピエス」でカンボジアのフェアトレードシルク製品の販

売に初めて臨んだ。多数の人が行き交う百貨店内で、シ

ルクスカーフを通じて KnK の活動やカンボジアで絹織

物職業訓練を必要とする子どもたちのことを紹介する貴

重な機会を得た。

毎年 5 月に東京、新宿区のギャラリー「シリウス」で

開催される写真展は、今年は「イラク避難民家族の物語

～ヨルダンで願う平和～」と題し、イラクから隣国ヨル

ダンへ逃れてきた人々や子どもたちに焦点をあてた作品

を多数展示した。 開戦から 5 年を経たイラクの人々の

異国における生活状況は、これまであまり報道されてこ

なかったこともあり、550 名以上の方が来場し反響を呼

んだ。

また、10 月には 3 年に 1 度開催している友情のレポー

ター活動報告会を実施し、2006 年から 2008 年にかけ

てレポーターとして海外現地を取材した 3 組の青少年

が東京、 広尾にある JICA 地球ひろばの講堂で現地報告

に臨んだ。

これらのイベントは 200 名以上のボランティア登録

者によって支えられている。

1 月 26 日（土）、2月 16 日（土）、3月 15 日（土）、4月 19 日（土）、5月 10 日（土）　東京・渋谷区／ JICA 地球ひろば

 KnK 設立 10 周年記念公開講座『シリーズ アジア』

 第 4回パキスタン、第 5回東ティモール、第 6回インド、第 7回ベトナム、第 8回ヨルダン　　　　　　　　　　　　　※

3月 20 日（日）～ 4月 13 日（日）　京都・北区／立命館大学国際平和ミュージアム

 写真展「ラスト フロンティア」～東ティモールの光と影～ 京都展　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※

3月 30 日（日）　東京・中野区／中野ゼロホール

　Kids Alive!　ブース出展

4月 30 日（水）～ 5月 6日（火・祝）　神奈川・横浜市／横浜髙島屋

　国境なき子どもたち + KO ＆ Co. フェア・トレード in 横浜髙島屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※

5月 7日（水）～ 5月 14 日（水）　東京・新宿区／アイデムフォトギャラリー「シリウス」

　国境なき子どもたち 写真展 2008　イラク避難民家族の物語　～ヨルダンで願う平和～　　　　　　　　　　　　　　※

7月 13 日（日）　千葉・印旛郡／プリミエール酒々井

　ミャンマー・中国四川復興支援 チャリティコンサート　　主催：Ｙｏｕ子歌倶楽部チャリティコンサート実行委員会

7月 26 日（土）～ 8月 15 日（金）　東京・港区／シネマート六本木

　国境なき子どもたち写真展 at シネマート六本木　

7月 31 日（木）～ 8月 12 日（火）　東京・千代田区／ブックハウス神保町

　友情のレポーター主催写真展「Little Eyes Cambodia」カンボジアの子どもたちが撮った決定的瞬間

10 月 4 日（土）、5日（日）　東京・千代田区／日比谷公園

　グローバルフェスタジャパン 2008　ブース出展

10 月 17 日（金）　東京・品川区／ WATERLINE

  KnK チャリティ・ビンゴ・パーティー（主催：KnK 支援委員会）

10 月 19 日（日）　東京・渋谷区／ JICA 地球ひろば

　友情のレポーター 活動報告会 2008　～共に成長するために～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※

11 月 25 日（火）　シンガポール／エスプラネード・シアターズ・オン・ザ・ベイ・シンガポール

　第 2回 国境なき合唱団チャリティコンサート 2008 in シンガポール 　主催：TOKYO FM

12 月 6 日（土）　東京・渋谷区／ JICA 地球ひろば

　公開講座『シリーズ アジア』　第 9回バングラデシュ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※

12 月 10 日（水）　東京・港区／東京プリンスホテル

　いけばなインターナショナルフェア 2008　ブース出展

（※印は KnK 主催のイベント）

講演・事務局への小中高生訪問受け入れ

2008 年 は 10 件 の 講 演 派 遣 依 頼 が あ っ た 他、

小中高生や大学生など 29 組の訪問学習者を事務

局に受け入れた。各々の希望テーマに沿った活動

紹介を映像資料をまじえて行い、全国で計 1750

名もの学生や一般の方々にアジアの子どもたちの

現状を伝え、国際理解を深める機会を提供するこ

とができた。
①シリーズアジア／②横浜髙島屋マ ピエス／③写真展「イラク避難民家族

の物語～ヨルダンで願う平和～」／④グローバルフェスタジャパン２００８

／⑤ KnK チャリティパーティー／⑥友情のレポーター活動報告会２００８

① ② ③

④ ⑤ ⑥

ビデオや写真を通じた国際理解の促進　

2008 年は、新たに友情のレポーターの記録ビデオ、

『みんなの笑顔を絵筆にのせて ～東ティモール取材

～（15 分）』が制作された。これを含む述べ 63 本の

活動紹介ビデオが全国の学校や教育機関に貸し出さ

れ、約 1,000 名に視聴された。写真パネルは学園祭

やイベントなどで 16 件の貸し出しがあり、約 3,700

名の方に写真を通じてアジアの子どもたちの現状や

KnK の活動に対する理解を深めていただいた。
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　2008 年末現在の事務局人員配置は次の通りである。

（追記：09 年 2 月からは上記に加え、佐々木恵子が
　　　　海外事業オペレーションに配置されている。）

本年も年間を通じて多数のボランティアの方々が事務

局内作業や各種イベント会場でのサポート、および在宅

で翻訳等にご協力くださった。08 年に新規登録された

事務局・イベント・翻訳の各ボランティアは 74 名に上

っている。

Ⅲ .　団体組織

氏名 職務

ドミニク 

レギュイエ
事務局長

守谷 季美枝 渉外

松浦 ちはる 広報／友情の５円玉キャンペーン

清水 匡 広報

金 珠理 事業開発

足立 まどか 支援者対応／裨益者ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ／経理

大竹 綾子 海外事業オペレーション

森田 智 海外事業オペレーション

栗林 伸昭 海外事業オペレーション

真嶋 忍 海外事業オペレーション

（　　　　　　は 2009 年の派遣）

氏名 任地 職務 活動期間

中村 八千代 フィリピン KnK インターナショナル現地代表 　06 年 7 月～ 08 年 1 月

静谷 大輔 東ティモール プロジェクト・コーディネーター 　07 年 9 月～ 08 年 1 月

西本 敦子 ヨルダン プロジェクト・コーディネーター 　07 年 10 月～ 08 年 1 月

今尾 宏子 インドネシア プロジェクト・コーディネーター 　07 年 11 月～ 08 年 3 月

片山 久美子 東ティモール プロジェクト・コーディネーター 　08 年 1 月～ 8 月

中村 八千代 ヨルダン プロジェクト・コーディネーター 　08 年 1 月～ 8 月

松本 直美 バングラデシュ プロジェクト・コーディネーター 　08 年 2 月～ 4 月

静谷 大輔 バングラデシュ プロジェクト・コーディネーター 　08 年 3 月～ 6 月

岡 智子 バングラデシュ プロジェクト・コーディネーター 　08 年 6 月～継続中

家村 裕子 ヨルダン アドミニストレーター 　08 年 6 月～ 12 月

静谷 大輔 ミャンマー プロジェクト・コーディネーター 　08 年 8 月～継続中

石飛 愛 ヨルダン プロジェクト・コーディネーター 　08 年 8 月～ 09 年 2 月

志和 久恵 東ティモール プロジェクト・コーディネーター 　08 年 11 月～継続中

藤本 文也 東ティモール アドミニストレーター 　08 年 11 月～継続中

水谷 陽子 インドネシア プロジェクト・コーディネーター 　08 年 12 月～継続中

家村 裕子 ヨルダン
アドミニストレーター

09 年 3 月以降は
プロジェクト・コーディネーター

　09 年 1 月～継続中

中村 八千代 フィリピン KnK 日本・駐フィリピン代表 　09 年 2 月～継続中

加藤 香子 ヨルダン アドミニストレーター 　08 年 2 月～継続中

活動現地における人員配置

上）グローバルフェスタでの KnK のブース

下）事務局で働く学生インターン
海外で活躍する派遣員たち

理事会

　2008 年末現在の KnK 理事会構成は次の通りである。

会　　長	 宮尾 舜助

副 会 長		  甲斐 道幸

会 計 役		  横山 治雄	

専務理事	 守谷 季美枝

理　　事	 青木 知子	 　

理　　事	 ドミニク レギュイエ

理　　事	 アグネス G. クィトリアーノ

監　　事	 松永 弘

　

　NPO 法上の社員に相当する評議員は、2008 年 3 月

20 日の年次総会をもって計 42 名となっている。

　

東京事務局

2008 年 の 東 京 事 務 局 で は、 ア ジ ア 10 ヶ 国 に 増 加

した海外事業のオペレーションに注力したほか、年間

を通じて広報活動、 国内青少年向け教育プロジェク

ト、活動資金調達のため活動した。

支援者向けニュースレターは４回発行したほか、ミ

ャンマーのサイクロン被災に際する支援の緊急アピ

ールを 1 回、 ならびに新規支援者獲得のためのダイ

レクトメールも発行し、 広く活動への協力を呼びか

けた。『KnK 支援会員』（年会費一般：一万円、学生：

五千円） は 2008 年末現在で 606 名となり、07 年末

時点の 519 名、06 年末時点の 283 名から順調に増加

した。このほか、KnK マンスリーサポート（月々の継

続支援）参加者を含め、国内支援者数は前年末 6,800

名から 7,900 名あまりへと拡大している。

インターネットホームページでの情報発信にも継続

的に力を入れた結果、KnK サイトへのセッション数（訪

問者数）は、年間平均で一日あたり 2,223 人を記録し

た。
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2008 年度は、総支出 182,338,769 円のうち、総援助事業費（すなわち海外活動地における援助事業費＋東京における支援業務費

＋教育プロジェクト費＋広報・啓発活動費）が全体の 87.3% を占めた。

IV.　会計収支

2008 年運営費用の部

2008 年運営収入の部

注：上記の円グラフでは、固定資産取得支出は一般管理費の中に含まれている。
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V.　プレスレビュー

新聞掲載

その他

No. 掲載日 新聞名 内容

1 2008/1/24 毎日新聞 バングラデシュ　サイクロン被災地支援

2 2008/2/1 Timor Post KnK 東ティモールの活動

3 2008/2/15 朝日新聞　東京 KnK 東ティモールの活動　静谷大輔

4 2008/3/20 京都新聞 ラスト フロンティア　京都展　

5 2008/4/3 読売新聞　奈良 友情の 5 円玉キャンペーン

6 2008/4/5 朝日新聞 KnK 東ティモールの活動

7 2008/4/12 朝日新聞　福岡 KnK インドネシアの活動　今尾宏子

8 2008/4/17 毎日新聞 「シリーズ アジア」第 7 回・ベトナム　講師：小川有子氏

9 2008/4/24 朝日新聞　神奈川 シルク製品販売 at 横浜髙島屋

10 2008/4/27 松戸よみうり KnK 写真展 2008　「イラク避難民家族の物語」

11 2008/5/4 サンケイリビング新聞社 KnK 写真展 2008　「イラク避難民家族の物語」

12 2008/5/6 朝日新聞　東京 KnK 写真展 2008　「イラク避難民家族の物語」

13 2008/5/9 夕刊　フジ KnK 写真展 2008　「イラク避難民家族の物語」

14 2008/5/10 毎日新聞　東京 KnK 写真展 2008　「イラク避難民家族の物語」

15 2008/5/24 Timor Post KnK 東ティモールの活動

16 2008/6/7 神戸新聞 2008 年夏休み友情のレポーター　募集

17 2008/6/12 朝日新聞　名古屋 2008 年夏休み友情のレポーター　募集

18 2008/6/20 佐倉よみうり チャリティコンサート　支援先：国境なき子どもたち

19 2008/6/27 南日本新聞 KnK ヨルダン派遣員　家村裕子

20 2008/7/22 HARIAN　JOGJA　BANTUL KnK インドネシア　ユースセンターオープン　守谷季美枝

21 2008/7/22 Kedaulatan Rakyat KnK インドネシア　グロジョガンユースセンターオープン

22 2008/7/24 南日本新聞 KnK ヨルダン派遣員　家村裕子

23 2008/8/1 東京新聞 国境なき子どもたち写真展 at シネマート六本木

24 2008/8/11 山梨日日新聞 2008 年夏休み友情のレポーター　赤池和佳奈

25 2008/8/16 山梨日日新聞 2008 年夏休み友情のレポーター　赤池和佳奈

26 2008/8/28 朝日新聞 友情の 5 円玉キャンペーン

27 2008/9/2 毎日新聞　夕刊 2003 年友情のレポーター　安田菜津紀

28 2008/9/12 毎日新聞 2003 年友情のレポーター　安田菜津紀

29 2008/10/3 朝日新聞　東京 友情のレポーター活動報告会　赤池和佳奈

30 2008/10/12 中日新聞 友情の 5 円玉キャンペーン

31 2008/10/30 教育新聞 友情の 5 円玉キャンペーン

32 2008/11/16 朝日新聞　山梨 2008 年夏休み友情のレポーター　赤池和佳奈

33 2008/11/21 朝日新聞　夕刊 映画「未来を写した子どもたち」告知　ﾄﾞﾐﾆｸ ･ ﾚｷﾞｭｲｴ

34 2008/11/26 山梨日日新聞 2008 年夏休み友情のレポーター　赤池和佳奈

35 2008/11/28 朝日新聞 Say LOVE 2008　ドーナツプラント／ KnK

36 2008/12/20 Harian Jogja KnK インドネシアの活動　水谷陽子

37 2008/12/22 Harian Jogja KnK インドネシアの活動　水谷陽子

38 2008/12/22 Kedaulatan Rakyat KnK インドネシアの活動　水谷陽子

39 2008/12/22 Ad Dosthuru KnK ヨルダンの活動

40 2008/12/31 Kedaulatan Rakyat KnK インドネシアの活動　水谷陽子

No. 掲載日 情報誌名 内容
1 2008/1/1 小学４年生 KnK10 周年記念公開講座　シリーズアジア
2 2008/1/28 上智大学通信 2003 年友情のレポーター　安田菜津紀　写真展開催
3 2008/1/30 ケイコとマナブ　首都圏版 自分サイズのボランティア　荒木将史
4 2008/2/1 ～ 2/29 Yahoo! ボランティア web KnK10 周年記念公開講座　シリーズアジア
5 2008/3/1 トリニティ　vol.26 SPRING KnK10 周年記念公開講座　シリーズアジア
6 2008/3/1 外交フォーラム　Mar 2008 No.236 平和構築の現場から　KnK 東ティモールの活動 栗林伸昭
7 2008/3/1 国際協力人づくり事例集 後発開発途上国向け協力マニュアル
8 2008/3/3 国際協力新聞 3 月号 「シリーズ アジア」第 6 回・インド　講師：石井光太氏
9 2008/3/10 フォトコンライフ KnK 写真展 2008　「イラク避難民家族の物語」
10 2008/3/20 サライ フェア・トレード　カンボジアシルクスカーフ
11 2008/3/31 世界難民地図 イラク難民　写真提供：KnK
12 2008/3/31 なんみん／難民理解のためのﾜｰｸﾌﾞｯｸ イラク難民　写真提供：KnK
13 2008/4/1 ボランティア－ズ京都　4 月号 ラスト フロンティア　京都展　
14 2008/4/1 WE21 ジャパンあさおニュース KnK フィリピンの活動
15 2008/4/18 週刊金曜日 KnK 写真展 2008　「イラク避難民家族の物語」

16 2008/5/1 CAPA　デジキャパ！
KnK 写真展 2008　「イラク避難民家族の物語」 

写真家 谷本美加
17 2008/5/10 The Japan Journal KnK カンボジアの活動
18 2008/6/21 エリート情報　成田 チャリティコンサート　支援先：国境なき子どもたち
19 2008/7/1 6 年生社会『デイリーサピックス』 世界中で活躍する NGO　友情のレポーター
20 2008/7/17 PJ ニュース web 巨大なサイクロン、小さな子供たちの災禍（上）
21 2008/7/18 PJ ニュース web 巨大なサイクロン、小さな子供たちの災禍（中）
22 2008/7/19 PJ ニュース web 巨大なサイクロン、小さな子供たちの災禍（下）
23 2008/7/25 学園新聞　（自由学園出版局） KnK 会長　宮尾 舜助
24 2008/9/1 JT　 web 2003 年友情のレポーター　安田菜津紀
25 2008/9/20 Days JAPAN 社会に見棄てられ　清水匡
26 2008/9/30 CBCC NEWS ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰｽﾞ NO.72 市民社会から世界へ　－新しい協働関係への挑戦　森田智
27 2008/10/1 ケーブルテレビいばらき　番組表 今月のみどころ　海外ボランティア協力番組
28 2008/11/1 All About 　web 語学の資格を活かして国際協力　KnK スタッフ金珠理
29 2008/11/17 日経ビジネス Say LOVE 2008　ドーナツプラント／ KnK
30 2008/11/28 マリ ･ クレール　1 月号 KnK カンボジアの活動　
31 2008/12/1 婦人画報　1 月号 KnK の活動
32 2008/12/20 SEVEN SEAS Say LOVE 2008　ドーナツプラント／ KnK

No. 放映日 放送局・番組名 内容

1 2008/5/25 TBS 情熱大陸
2003 年友情のレポーター　安田菜津紀　

カンボジアへ行く
2 2008/7/25 ＢＳ１１デジタル「はたらくげんき」 KnK 支援委員会　代表　寺田朗子
3 2008/8/16 NHK 一期一会　キミに会いたい！ 2003 年友情のレポーター　安田菜津紀
4 2008/8/12 NHK 一期一会　キミに会いたい！ ( 再） 2003 年友情のレポーター　安田菜津紀
5 2008/9/10 NHK 一期一会　キミに会いたい！ ( 再） 2003 年友情のレポーター　安田菜津紀
6 2008/10/4 NHK　週刊こどもニュース ＮＧＯって何？　国境なき子どもたちを紹介
7 2008/10/1 ～ 10/31 ケーブルテレビいばらき KnK 活動紹介ビデオ　放送
8 2008/11/7 ～ 11/13 いちはらｺﾐｭﾆﾃｨ ･ ﾈｯﾄﾜｰｸ ･ ﾃﾚﾋﾞ KnK 活動紹介ビデオ　放送
9 2008/12/1 ～ 12/31 JCN 船橋習志野コミュニティチャンネル KnK 活動紹介ビデオ　放送
10 2008/12/2 AM ラジオ日本　「ラジオ私の物語」 KnK の活動　清水匡
11 2008/12/22 ～ 12/31 ACCSTV KnK 活動紹介ビデオ　放送
12 2008/12/15 TV 朝日　「やじうまプラス」 安田菜津紀 in カンボジア

テレビ／ラジオ放映
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朝日新聞　 2008 年 2 月 15 日
Asahi Newspaper   Feb 15, 200

毎日新聞　 2008 年 1 月 24 日
Mainichi Newspaper   Jan 24, 2008
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朝日新聞　福岡　 2008 年 4 月 12 日
Asahi Newspaper　Fukuoka   Apr 12, 2008

朝日新聞　東京　 2008 年 5 月 6 日
Asahi Newspaper　Tokyo   May 6, 2008
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南日本新聞　 2008 年 7 月 24 日
Minami Nihon Newspaper   July 24, 2008

毎日新聞　東京　 2008 年 5 月 10 日
Mainichi Newspaper　Tokyo   May 10, 2008
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山梨日日新聞　 2008 年 8 月 16 日
Yamanashi Sannichi Newspaper   Aug 16, 2008

朝日新聞　東京　 2008 年 10 月 3 日
Asahi Newspaper Tokyo   Oct 3, 2008
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ケイコとマナブ　首都圏版　 2008 年 1 月 30 日
KEIKO TO MANABU  metropolitan area edition 　Jan 30, 2008

外交フォーラム　Mar 2008 No.236　 2008 年 3 月 1 日
Diplomatic Forum Mar 2008 No.236  　Mar 1, 2008
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CAPA　 2008 年 5 月 1 日
CAPA　May 1, 2008

Days JAPAN　 2008 年 9 月 20 日
Days JAPAN　Sep 20, 2008
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謝　辞
国境なき子どもたち（KnK）の 2008 年の活動に対し、あたたかいご理解とご支援をお寄せくださいました　　

皆様に心より御礼申し上げます。　

株式会社小学館 外務省
東京都 NPO 法人ジャパン・プラットフォーム
独立行政法人郵便貯金・簡易生命保険管理機構国際ボランティア貯金
ユニセフ　フィリピン事務所 在カンボジアオランダ大使館
ADB アジア開発銀行 在カンボジア英国大使館
伊藤忠商事株式会社 株式会社髙島屋
株式会社エフエム東京 JAL ブランドコミュニケーション株式会社
株式会社シマンテック ファイザー株式会社
寺田倉庫株式会社 ティー・ワイ・エクスプレス株式会社
宗教法人輪王寺 クリストフル・ジャパン株式会社
ヘンケルジャパン株式会社 株式会社パソナ
COSECAM（カンボジア） Schmitz-Hill-Foundation（ドイツ法人）
YOKOHAMA TIRE PHILIPPINES, INC.（横浜ゴム株式会社ﾌｨﾘﾋﾟﾝ海外法人）
株式会社 EC ナビ ユナイテッドピープル株式会社
クーコム株式会社 バリューコマース株式会社
株式会社まるやま 株式会社高齢社
全日本空輸株式会社 ソフトバンクモバイル株式会社
UBS 証券会社 NPO 法人チャリティ・プラットフォーム
株式会社ビッグイーツ トッパン・フォームズ・オペレーション株式会社
NPO 法人イーパーツ JICA 地球ひろば
ザ・ボディショップニッポン基金 損保ジャパン「ちきゅうくらぶ社会貢献ファンド」
グンゼ「ラブアース倶楽部」 NTT 労働組合ドコモ本部ドコモ東北総分会
独立行政法人国際交流基金 財団法人日本国際協力財団
財団法人地球市民財団 財団法人新宿文化・国際交流財団
社団法人日本国際婦人協会 国際ｿﾛﾌﾟﾁﾐｽﾄｱﾒﾘｶ日本東ﾘｼﾞｮﾝ東京・広尾
アジア婦人友好会 日本中近東アフリカ婦人会
東京城北ロータリークラブ 東京浅草中央ロータリークラブ
宗教法人真如苑 NPO 法人アビリティクラブたすけあい
学校法人自由学園 全国友の会
雙葉小学校 雙葉学園同窓会
恵泉女学園中学・高等学校 田園調布雙葉学園中学高等学校ｴﾘｻﾞﾍﾞｯﾄ会
ラ・サール学園 ゆうちょ財団
横浜日仏友好会 ブックハウス神保町
株式会社堀内カラー アイデムフォトギャラリー「シリウス」
G.I.P. Tokyo FID 映像開発フォーラム、他

『友情の５円玉キャンペーン』参加の小・中・高校生をはじめとする
個人寄付者（08 年末現在、国内約 7900 名）

（順不同　敬称略）
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国境なき子どもたち（KnK）年表

1995 年		  KnK 設立の前身となった教育プロジェクト「子どもレポーター」開始（2003 年に「友情のレポーター」と改称）
1997 年		  日本の NGO として国境なき子どもたち（KnK）設立
2000 年		  特定非営利活動法人（NPO 法人）として東京都に認証される
1998 ～ 2002 年	 カンボジア、バッタンバンの現地 NGO「ホームランド」を支援

2000 年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
       9 月		  カンボジア、バッタンバンにて初の自主運営プロジェクト、「若者の家・男子」開設
       9 月		  ベトナム、ホーチミンにて電子技術職業訓練所をベトナム赤十字と協同開設（2001 年 8 月終了）

2001 年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
			  ベトナム、ホーチミン第 8 地区「チルドレンズハウス」支援
　　1 月		  ベトナム、ホーチミンにて「若者の家・男子」開設（2002 年 7 月一時閉鎖）
　　2 月		  カンボジア、バッタンバンにて「若者の家・女子」開設
     11 月		  フィリピン、マニラ首都圏ケソンにて「若者の家」開設
     12 月		  フィリピン、マニラ首都圏マラボンにて刑務所プロジェクト開始

2002 年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
       7 月		  カンボジア、バッタンバンの「若者の家・男子／女子」が国連人間居住センター（UN ハビタット）福岡事務所と	の
			  パートナーシップのもと、国連・人間の安全保障基金の援助対象事業となる
　　7 月		  タイ・カンボジア間の子どもの人身売買に関する調査を実施（同年 12 月終了）
　　8 月		  カンボジア、バッタンバンにてバイク修理ワークショップ開設
　　9 月		  フィリピン、マニラ首都圏ケソンにて「友情の家」を開設
			  カンボジア、プノンペンにて高等教育を希望する青年を対象とした「若者の家プノンペン」を開設
     12 月		  フィリピン、マニラ首都圏のスラム地区パヤタスにてチルドレンセンター開設
			  韓国、ソウルにて恵まれない青少年の現地調査実施

2003 年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    
     1 月		  カンボジア、バッタンバンで刑務所にて未成年収監者への支援開始
　　3 月		  フィリピン、マニラ首都圏のスラム地区バゴンシーランにてチルドレンセンター開設
　　5 月		  ベトナム、ホーチミンに男子のための「若者の家」を再開、国連人間居住センター（UN ハビタット）福岡事務所	との
			  パートナーシップにより、国連・人間の安全保障基金の支援対象事業となる
			  ベトナム、ホーチミンにて青少年奨学サポート開始
　　9 月		  カンボジア、バッタンバンにて「危機に瀕する青少年」ワークショップ開催

2004 年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
       1 月		  ベトナム、ホーチミンに ｢若者の家・女子｣ を開設、公立施設 CETC におけるレクリエーション活動を開始
　　5 月		  カンボジア、バッタンバンにて『ビルディング・トゥギャザー』プロジェクト開始
　　6 月		  カンボジア、バッタンバン刑務所にて職業訓練を開始
　　7 月		  ベトナム、ホーチミンにて「危機的状況に晒された若者たち ‐ 社会復帰への課題」ワークショップ開催
　　9 月		  フィリピン、マニラ首都圏ケソンにて「若者の家」を「友情の家」に統合
     12 月		  カンボジア、バッタンバンの「若者の家・女子」を「若者の家・男子」に統合
     12 月		  スマトラ島沖地震・インド洋大津波発生、支援活動開始

2005 年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
       1 月		  津波被災地インド、インドネシア、タイ、スリランカにおける現地調査実施
			  インド、インドネシア、タイにて津波で被災した青少年の支援開始
　　2 月		  カンボジア、バッタンバンにて人身売買の被害に遭った青少年支援のためのカウンセリング研修を開始
　　7 月		  フィリピン、マニラ首都圏のスラム地域にてコミュニティベースの支援開始
     10 月		  パキスタン北部大地震で被災した青少年の支援開始
     10 月		  カンボジア、バッタンバンにて『ビルディング・トゥギャザー』建設着工

2006 年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       
       1 月		  タイ、パンガー県における津波被災児支援を現地パートナー団体に引継ぎ、終了
　　4 月		  カンボジア、バッタンバンにて『ビルディング・トゥギャザー』施設開所式
　　5 月		  インドネシア、ジャワ島中部地震で被災した青少年の支援開始
　　6 月		  カンボジア、バンテアイミンチェイ刑務所にて未成年収監者への支援開始
　　6 月		  インドネシア、アチェにおける津波被災児支援を現地パートナー団体に引継ぎ、終了
　　8 月		  カンボジア、バッタンバンにて絹織物職業訓練を開始
     10 月		  東ティモールにて紛争の影響を受けている青少年の支援開始
     11 月		  フィリピン、マニラ首都圏ケソンの「友情の家」を「若者の家」に改称

2007 年　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
     3 月		  フィリピンにて、援助事業の評価活動を実施 
　　6 月		  日本にて、フェア・トレードによる KnK 支援を目的に KO&Co. 合同会社が設立
　　7 月		  ヨルダンにて、イラク避難民の青少年に関する調査活動を実施
　　7 月		  フィリピンにて、現地法人「KnK ネットワークフィリピン」を設立
　　7 月		  カンボジアにて、現地法人「KnK ネットワークカンボジア」を設立
　　7 月		  日本にて、新潟中越沖地震の被災地における調査活動を実施
　　9 月		  インドネシア、スマトラ島南西沖地震の被災地における調査活動を実施（翌 10 月に支援開始）
     10 月		  ヨルダンにて、イラク避難民の青少年に対する支援開始
     11 月		  フィリピンにて、インターネット・ウェブワークショップを実施
     12 月		  バングラデシュにて、サイクロン被災地における調査活動を実施（2008 年 1 月に支援開始）

2008 年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 		
     1 月　　	 バングラデシュにて、サイクロン「シドル」で被災した青少年の支援開始

　　2 月		  ヨルダンにて、イラク難民・ヨルダン人双方の青少年を対象にビデオ・ワークショップを実施
　　6 月		  ミャンマーにて、サイクロン「ナルギス」被災地における調査活動、および被災児の支援開始
　　6 月		  インドネシア、スマトラ島南西沖地震の被災地における青少年支援を終了
　　7 月		  インドネシア、ジャワ島中部地震被災地にて青少年のためのユース・センターを建設（12 月に活動開始）
　 10 月		  東ティモールにて、新事業地バウカウ、ビケケ、エルメラでの青少年支援を開始
　 11 月		  カンボジア、「若者の家・プノンペン」の活動終了
　 11 月		  ヨルダンにて、新事業地マルカでのイラク難民・ヨルダン人双方の青少年支援を開始
　 12 月		  フィリピンにて、新たな「若者の家」開設準備を開始
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